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a

、六九
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.る
。「
実
業
家
は
利
己
的
.

I
分
の
利
I

;
追
求
す
る
が
、
專
m
職

馨

(

l

l

a

l

.

m
a
n
)
.

は
利
他
的
：に
他
人
の
利
益
.に
奉
仕
す
る
と
ハ
う
よ 

P
奢
兄
ら
れ
て
る
：
こ
の
よ
う
な
民
划
が
普
及
し
.て
、
る
が
、

T 

•
。ハ
-
ソ
シ
ズ
が
正
確
に
見
抜
い
た
よ
う
に
、
両
者
の
相
違
は
利
己
主
義 

と
利
他
主
義
の
間
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
特
殊
な
麗
'を
必
要
と
す
る
職
業
に
つ
I

め
の
'要
件…

…

に
お
け
る
も
の
で
あ
る」

。

8
.
 

w
i
t

 

I

 

i

.

. 
Collar, 

1951, 

p. .
1
3
8
)

産
業
：に
お
け
る
専
門
職
業
的
経
営
者
が
仕
事
.の
目
的
を
社
会
に
.お
い
て
い
な
い
と
い
う
事
青
t
、
 

前
掲
の
実
証
的
資
料
か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
.注
目
し
な
く
て
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
を
会
社
に
も
お
か
ず
、
自
分
に
求
め
て
い
る
と
、
 

う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
的
.で
な
V」
と
か
ら
しK

、
'

直
ち
に
、
利
己
的
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
早
急
に
す
ぎ
る
。F

自
分
の
た
め」

と
い
う
の 

は
利
己
的
で
あ
る
よ
t

、
.む
し
ろ
、
' 能
力
発
揮
を
通
し
て
の
自
己
表
現
の
欲
求
で
あ
る
と
'み
る
•べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
現
在
の
企
業
体
制
の
諸
条
件
の
も
と
で
、
専
門
職
業
化
が
健
全
な
成
長
を
遂
げ
る
か
ど
う
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
、

。

.

し

か
d

り
、
 

こ
の
方
向
I

し
進
め
な
く
て
は
解
決
し
え
な
い
諸
麗
が
山
積
し
て
い
る
。
I

に
お
け
る
専
門
職
業
f

自
己
の
着
的

I

I
議

し

、
 

イ
テ
才
口
ギ
I
を
掲
け
る
と
U
つ
た
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
か
れ
ら
は
未
来
の
社
会
.を
準
備
す
る
た
め
の
歩
を
進
め
て
い
る
の
で
は
な
か 

ろ
う
か
。

日
本
資
本
主
碧
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

n

——

昭
和
三
〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
過
程

⑷——

井村
喜代
子
 

北原

 

勇

序

論

本

論第
一
.章

三

〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
け
る「

消
費
手
段」

の
推
移(

以
上
㈠
本
誌
一
九
六
六
年
六
月
号)

第

二

章

三

〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
け
る「

固
定
設
備」

の
推
移(

以
上
㈡
本
誌
一
九
六
六
年
一
〇
月
号)

第
三
章
.，「

一
般
政
府」

用
流
動
的
資
材(

軍
需
品
ふ
く
む)

の
推
移 

第
四
章
サ
ー
ビ
ス
部
門
用
流
動
的
資
材
の
推
移(

以
上
㈢
本
誌
一
九
六
七
年
五
月
号)

第

五

章

三

〇
年
以
降
の
拡
大
洱
生
産
過
程
に
お
け
る
各
種
原
材
料
の
誘
発
諸
関
係 

序
節
分
析
の
主
題
と
方
法
：

第
一
節
諸
生
産
服
門
に
お
け
る
原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化
.

第
二
節
産
業
連
関
分
析
的
方
法
に
ょ
る
原
材
料
誘
発
関
係
の
考
察(

以
上
本
稿)

第
三
節
西
生
産
上
の
機
能
別
に
み
た
各
種
原
材
料
の
推
移(

本
誌
八
月
号)

H
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論
n 

.
ニ

五(

六
九
七)



ニ

六(

六
九
八)

第
五
章
三
〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
け
る

.

.

各
種
原
材
料
の

.

誘
発
諸
関
係

'.
:'

序
節
分
析
の
主
題
と
方
法

わ
れ
わ
れ
は
、「

分

析

.0」

.に
お
い
て
、
戦
後
の
再
生
産
構
造
の
特
質
と
変
化
を
解
明
す
る
た
め
に
、

各
種
生
産
物
を
、

再
生
産
上
の
機
能
に 

準
じ
て
分
類
し
、
'そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
丨
プ
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
"
国
内
需
要
•
輸
出
の
推
移
、
生
産
、
輸
入
の
推
移
を
比
較
•
鋳

し

ょ 

う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
諸
i
文

で

わ

れ

わ

れ

は

r
生
産
上
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
、
生
産
物
を
つ
ぎ
の
ょ
う
に
グ
ル
ー
プ
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
\
の 

推
移
が
い
か
な
る
特
質
•
い
か
な
る
相
違
を
も
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

I

消

費

手

段

(

第
一
章)

⑴

消
費
手
段(

住
宅
の
ぞ
く) 

.

⑵

住
宅
建
築

n

固

定

設

備

(

第
二
章)

⑴

機
械
類
労
働
手
段(

労
働
手
段
と
明
確
に
規
定
で
き
る
も
の
の
み)

.

,'

.
⑵

輸
送
•
通
信
機
械 

⑶

非
住
宅
建
築
•
土
木 

⑷

サ
I
ビ
ス
用
機
械 

⑶

そ
の
他
の「

固
定
設
備」

ff
l

_「

一
般
政
府」

用

流

動

的

資

材(

第
三
章)

⑴

非
堪
辦
的
流
勋
的
資
材 

,

⑵

軍需品
. 

. 

_ 

. 

.

. 

' 

- 

•

17
サ
I
ビ

ス

部

門

用

流

動

的

資

材(

第
四
章)

.
‘.

.

.

.
-

本
章
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
ル
±'
か
.
广
か
ー
プ
の
推
移
と
対
応
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
材
料
•部
品

•
構
成
物•

補
助 

#
料
の
生
産
や
輸
入
が
い
か
に
誘
発
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
：明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
.各
種
原
材
料
の
苒
生
産
上
の
機
能
を
明
確
に
.し
、
各
グ

か
!'
,
斯
原
材
料
の
推
移
を
比
較
，
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
グ
ル
ー
プ
の
.推
移
の
分
析
と
と
も
に
、
三
〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
の

.

.
 

.

特
質
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
に
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。(

本
章
で
は
、
簡
略
化
の
.た
め
、
原
材
料
、.部
品
、
構
成
物
、
補 

助
材
料
を
一
括
し
て
、
原
材
料
と
よ
ぶ
。

)

:

U

 

•

分
析
に
先
だ
ち
、
.三
〇
年
以
降
、
生
產
的
に
消
費
さ
れ
た
各
種
原
材
料
が
い
か
に
推
移
し
て
い
る
か
を
1
表
に
し
め
し
、
そ
の
推
移
に
き
わ
め 

て
大
き
な
差
違
の
ぁ
る
こ
と
を
指
摘
-
強
調
し
て
お
く
。
 

-
 

各
種
原
材
料
の
推
移
に
が
か
る
顕
著
な
差
違
が
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

三
〇
年
以
降
、

消
費
手
段(

住
宅
の
ぞ 

日
本
資
本
主
義
の
西
生
產
櫞
造
分
析
試
論
n 

.ニ
七(

六
プ
ブ
、



I V - 1 表 各 種 原 材 料 の 国 内 生 産 諸 部

尖 m (時価，100万p】) 桁数(30 年= 100) . i 
咖 ] 指数(3om

3 0 年 3 5 尔 3 8 ザ 3 0 年 3 5 年 3 8 印 | 3 0年 3 5 年 38 ゴ r-
セ メ ソ 68,723 115,777 155,936 100.0 168.5 226.9:丨 100.0 206.7 264.0
そ の 他 の 土 石 製 品 57,213 * 178,926 274,447| 

461,469 
. 158,252 

988,059

100.0 312.7 479.7| m o 261.4 394.2
銑 鉄 111,812 317,131 100.0 283.6 412.7j 100.0 268.0 426.9
鉄

m
m 103,903

281,877
169,766
778,258

100.0
100.0

163.4 
276.1

152.3: 
350.5

100.0
m o

164.5
274.2

187.2
350.3

熱 !：1] 圧 延 鍋 材 272,842 783,776 998,302| 100.0 287.3 365.9j 100.0 249.6 345.2
m 38,187 102,815 138,232丨m o 269.2 362.0! 100.0 233.9 374.7
冷問仕上および鍍金鋼 材 129,630 356,210 487.632

323.633
100.0 274.8 376.2 100.0 238.9 351.4

m 鍛 m 品 115,131 289,181 100,0 251.2 281.1! 100.0 197.7 222.5
非 铢 金 厲 地 金 93,547 284,816 353,116 100.0 304.5 377.5 100.0 321.8 292.0
非 鉄 金 厲 ー 次 製 品 89,742 227,048 304,571 100.0 253.0 339.4 100.0 254.8 338.5

設 用 金 m 製 品 80,931 278,417 430,134 100.0 344.0 531.5 100.0 317.2 459.3
そ の 他 の 金 厲 製 品

71,864 158,333 223,544 100.0 220.3 311.1 100.0 203.1 290.0
原 動 機 • ボ イ ラ - 50,579 267,257 443,156 100.0 528.4 876.2 100.0 528.4 888.6
機 械 巩 用 部 丨5?. 44,125 173,257 226,382 100.0 392.7 513.0 100.0 439.7 595.8
ia ：% 機 器 28,900 134,099 154,231 100.0 464.0 533.7 m o 338.7 383.9
そ の 他 の 軽 很 機 器 110,683 420,070 644,704 .100.0 379.5 582.5 100.0 399.9 583.8
そ の 他 の 製 造 業 ‘ 25,844 141,653 274,250 100.0 548.1 1,061.2 100.0 550.2 1,111,5

力 138,069 299,577 466,886 m o 217.0
1

338.2 m o 212.6 297.7

原 材 料 給 額 7,739,391 15,133,571 20,818/897 100.0 ! 195.5 269.0：| 100.0 m i 252.4
備 考 1 . 各 年 「産業述関表J の 「驻本表J より計筘した。2 . 各種原材料の国内生産諸部門への供給額は, 各部門の《"中間锯要』小計より■サービス部捫へ供給され 

た部分= 1■サ一.ビス部門用流動的資材j と，機核修理部分を控除したものである。それゆえ，本表の睬 

材料供給額は，諸生產部I"〗で生産のために用いられた原材料にほぼ相当するといえる，3. 「达本表』部門のうち，原材料供給額の巨額なものと，その変化の頭著なものを選び表示した。それゆ 

え，本表の各部H の合計は原材料総額に一致しない。
部門名はすべてr基本表j .部P1!である。ただし※のみは，30年表の部門内容が35年，38年と興なるので， 

比铰のために若干統合した。

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論
n

く)

、
住
宅
、
労
働
手
段
等
の「

固
定
設
備」

…
…

 

等
、
.各
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
生
産
の
の
び
が
大
き 

く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
主
た
る
原
因
が
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
原
因
を
、
こ
れ
ま
で
の
各
グ
ル
ー
プ 

に
か
ん
す
る
分
析
に
も
と
つ
^

>

て

f/
--明
す

る

こ
と 

に
本
章
の
主
題
が
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、

し
か 

し
、.
各
種
原
材
料
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
諸
生
産 

部
門
に
お
け
る
生
産
技
術
上
€>
'
変
化•

発
展
に
ょ 

り
、
原
材
料
利
用
上
.の
変
化
が
41

じ
た
こ
と
も
充 

分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
い
わ
ゆ 

る
.
.

「

技
術
革
新j

と
お
び
つ
い
た
三
〇
年
以
降
の 

拡
大
再
生
産
過
程
の
分
析
に
お
い
て
は
、
こ
の
問 

題
は
重
要
な
意
味
を
も
.っ
て
い
る
？ 

s
'
.そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
第一

節 

で
、
あ
る
原
材
料
が
い
か
な
る
グ
ル
ー
プ
の
原
材 

料
と
し
て
誘
発
さ
れ
た
の
か
を
問
y
ま
え
に
、
諸 

生
産
部
門
に
お
い
て
各
種
原
材
料
の
投
入
構
成
比 

が
顕
著
に
変
化
し
た
も
の
を
検
出•

検
討
す
る
こ

ニ

九(

七
〇
一)

189.5
503.1

1,325.1
183.6
158.5

2,200.7
218.8
191.0
169.0 
268.8
285.3
175.4
285.2
535.4
113.3 
501.9

八

〇
〇

947.2
233.3
189.9 

1,341.9
196.9 
167.7
138.6 
236.5 
210.0 
166.2
193.2 .
327.7
81.2

308.1
152.1
269.8
146.2
567.2 1
660.2 1 
159.3
181.9
210.8
234.6
330.6 
221.5 
151.1

38 tf.

1,410,818 
329,575 
204,683 
205,857 
334,239
122,801 

1,009,213 
212,021 
230,141 
134,762
110,020
302,743
121,492
192,204
254,235
150,030 
78,134 

209,091 
170,179 
111,851
43,579 
97,856 
68,596 
78,812 

179,482
613,205 
100,566】 
107,035 
256,548! 
413,888
310,934 
154,090 
225,145 
181,046 
302,386
110,730 
276,158丨 
210,169 
149,5371 
199,7971
79,028-

143,331
536,102
147,574
149,385

3 0年

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

100.0

3 5年

110.6
123.1 
105.6
112.2 
90.1

150.9
100.0 171.6
100.0 206.5
100.0 146.7
100.0 227. 2
100.0 104.2
100.0 314.2
100.0 153.9
100.0
100.0

116.5
261.5

100.0
100.0

100.0 121.4
100.0 129.2
100.0 120.8!
100.0 141.7
100.0 827. 3

100.0； 226.1 
196.0 

0! 981.6
100.0 144.0
100.0 158.5

100.0 166.6
100.01 244.3 
100.0 210.6 
100.0 166.
100.01 184.5

100.0] 301.8
100.0 95,9
100.0 290.6
100.0 158.1
100.0 235.0

100.0 118.4
100.0 495.4
100.0 489.4
100.0 144.3
100.0 177.11

100.0 211.2

3 8 年

137.0
209.4 
136.2| 
118.8
162.1
183.0；

rn . l l
137.9
380.8
123.7
537.7
222.5
119.3
316.0
162.6
156.0
110.4 
176.8]

1 ,179.0
194.5;
138.4 

1,434.5
172.4 
198.8
219.5
346.3
333.8
244
309.2
516.7
174.2
420.8 
193.3.
335.3

100. C
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100. o!
100.0
100.0
10000
100.0
100. 0!

100.0 
100.0丨 
100.0 
100.0 
100.0

100.0 239.6
100.0 359.7
100.0 236.2
100.0 151.4 225.9'i 100.0

123.4 100.0! 
961.2j 100.0 
943.9丨100.0
145.1 1100.0 
268.7| 100.0
314. ?J 100.0 
348. & 100.0
61 1 .1100 .0  
320.0 100.0

3 0 年 3 5 年

1,029,627 1,138,955
157,362 193,659
150,335 158,701
173,31 6 194,416
206,181 1 8 5 ,7 9 2
67, Hi3 101,295

413,47. 
70,65^

5 709,437 
1 145,936

166,921L 244,877
35tm 5 80,409
88,卿 r 92,715
56.30C 176,88?
54,605 84,059

161,086 187,699
80,447 210,359
92,283 111,992
50,074 64,710

189,404 228,856
96,274 136,463

， 9,487 78,484
22,409 50,660
70,716 138,598
4,782 46,941

45,703 65,830
90,270 143,053

279,367 465,517
29,039 70,938
32,064 67,533

104,826 174,085
133,842 247,000
60,176 181,592
88,444 84,788
53,501 155,488
93,664 148,072
90,178 211,938 .
89,760
28,730
22,266

106,253
142,332
108,973

103,091 148,755
74,351 131,711
25,111 53,041
41,116 98,520
87,725 315,586
46,120 
66,125

108,926
100,127

灾 額 （時価，100万印 指 数 （30年= 100)
時偭

門 へ の 供 給 総 額 の 推 移

指数(30年. - 100)35年価格

3 0 年 3 5 年 3 8 苹

m o 102.3 107.6
100.0 125.5 160,5
100.0 115.6 139.4
100.0 152.0 128,8
100.0 90.9 137.6
100.0 187.7 .19 2 .9
100.0 128.0 134.1
100.0 178.5 209.2
100.0 141.5 152.8
100.0 206.1 486.6
100.0 112.6 139.1
100.0 346.2 647.1
m o 169.6 246.4
100.0 108.2 105.2
100.0 254. 7 277.1
100.0 129.2 186.1
100.0 131.6 121.8
100.0 140.3 120.1
100.0 0 n!

米 表
そ の 他 の 耕 嵇 作 物  

エ 芸 作 物 （猓維历を除く） 

珙 維 用 エ 芸 作 物  

家 帝 • 家 禽 （織維用を除く）

帝 •家 禽  

木※ 
漁 m  

炭 

石

家

伐

娥 維 用  

宵 林 . 
海 而  

石 炭

鉄

物
油
栗
粉
糖
|5
7
.糸
妨
紛
妨
物
物
#;
物

理

板

品

及

プ

品

版

c
i
cIU
I
n
i

料
料
£5

料
, ：|

料
沾
姑…

鉄 金 厲 鉱

採

殺• 製

石

の 他 の 食 料

維
織
織

織

整

ム

薬

m
原
原

織

m
フ

m m
織

a
材

他 の

ル

紙

製

成

人

ス

の

亦
原
土
精
砂
そ
製
綿
毛
合
組
綿

合

毛

染

製

そ

家

製
学
学
1

1
樹
•肥
砍 

出

化

化

維

維

B
站

刷

礎

礎

鐵

戡

の
 

ム

茈

基

成

学

他 

機

機

学

成

の

製
製

製ス

衆学化の他
汕
炭

の

.紙
卬
ゴ
無
冇
化
合
<11
化
そ
铊
そ
石
石
ガ
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と
と
す
る
。

な
お
、
原
材
料
利
用
上
の
変
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
生
産
技
術
.の
発
展
に
よ
る
原
単
位
の
節
約
と
い
う
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
重
要
な
問 

題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
総
括
的
に
把
え
る
.統
計
資
料
が
な
い
た
.め
、
第
：一
節
で
は
こ
れ
に
：言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
第
二
、
 

三
節
で
原
材
料
の
推
移
を
総
括
的
に
把
え
る
場
合
、
こ
の
問
題
を
念
頭
に
：お
く
必
要
が
あ
る
。

⑵

と
こ
ろ
で
、
原
材
料
の
誘
発
諸
関
連
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
產
業
連
関
分
析
固
有
の
方
法
と
し
'て
、「

逆
行
列
係
数」

に
よ
っ
て「

最
終 

需
要」

別
の
生
産
誘
発
額
.
輸
入
誘
発
額
を
も
と
^
、
こ
れ
ら
の
諸
関
連
の
推
移
を
検
討
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る

分
析 

は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
題
に
と
っ
て
も
有
効
な
面
を
も

っ
：て
.い
'

る
.の
で
、
'第
一
一
節
で
は
、
.
.三
〇
年
、
' 三
~五
年
、
三
八
年
に
つ
い
て
こ
の
方
法
に
よ
る 

検
討
を
試
み
る
。
し

ら

、
忘
方
法
に
よ
る
分
析
は
、
再
生
産
上
の
震
の
異
な
る
諸
部
門
を
統
合
し
た「

I

表」

卖

部

門

基
 

準
と
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
生
産
•
輪
.入
の
.誘
発
が「

最
終
需
要」

別
に
.の
.み
し
か
把
.え
ら
れ
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の 

取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
：て
不
合
理
な
点
が
あ
る
こ
と
等
の
結
果
'、
原
材
料
の
誘
発
諸
関
連
の
分
析
に
か
な
り
の
限
界
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

(3
わ
れ
わ
：れ
が
こ
'れ
ま
で
各
種
の
生
産
物
を
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
な
各
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
移
を
検
討
し
て
'き
た
こ
と
、
 

そ
し
て
原
材
料
の
考
察
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
各
グ
ル
ー
プ
の
推
移
と
関
連
づ
け
て
：原
材
料
の
推
移
を
把
え
、
斯
如
皆
セ
か
齋
於
か
务
卜
ヤ
か
#' 

グ
ル
ー
プ
別
の
原
材
料
の
推
移
を
比
較•

検
討
し
よ
う
と
し
て
.い
る
こ
と
は
、
か
か
る
方
法
が
産
業
、連
関
分
析
固
有
の
方
法
よ
り
も
、
W
生
産
構 

造
の
特
質
と
変
化
を
明
ら
.か
に
す
る
う
え
に
、
よ
り
有
効
な
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
節
で
は
、
わ
れ
わ
れ
独
自
の
方
法
で
、
各
種
原
材
料
：の
推
移
を
検
討
す
る
が
' 
こ
の
場
合
各
年
の
比
較
可
能
な
も
の
の
う
ち
生
産
部
門
が 

%
つ
と
も
細
分
割
さ
れ
て
い
る
T
S本
表」

一
五
三
部
門
を
基
準
と
す
る
こ
i

に
よ

.つ
て
問
題
を
で
き
る
'だ
け
明
確
.に
把
え
る
よ
う
努
め
る
。

こ
の
第
三
節
が
本
章
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

第
一
節
諸
生
産
部
門
に
お
け
る
原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化

.第
一
節
の
課
題
は
、
三
〇
年
以
降
、
諸
生
産
部
門
に
お
い
て
原
材
料
利
用
上
に
生
じ
た
顕
著
な
変
化
を
指
摘
•
.検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
原
材
料
利
用
上
の
変
化
NC'
0
'も
の
を
明
確
に
す
る
た
め
、
各
生
産
部
門
の
投
入
額
か
ら
サ
ー
ビ
ス
、
付
加
価
値
の
投
入
分
を
控 

除
し
て
、
物
的
投
入
額
の
み
を
も
と
め
、
こ
の
な
か
で
各
種
原
材
料
投
入
の
.し
め
か
比
率
を
算
出
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
原
材
料
投
入
構
成 

於
と
よ
ぶ
。
こ
れ
は
、
あ
る
財
貨
の
生
産
の
.た
め
に
必
要
な
原
材
料
の
う
ち
で
各
種
原
材
料
の
し
め
る
構
成
比
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
構
成
比
の
各 

年
の
.比
較
に
よ
っ
て
原
材
料
利
用
上
の
変
化
を
検
討
す
る
：こ
と
と
す
る
。(

一
般
に
は「

ほ
入
係
数」

の
年
次
比
較
が
行
な
わ
れ
る
が
、r

投
入
係
数」

は
、
 

サ
ー
ビ
ス
、
付
加
価
値
の
投
入
を
も
ふ
く
め
た
も
の
で
あ
る
‘

た
め
、
原
材
料
利
用
上
め
変
化
の
検
討
に
は
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。)

 

.

.
本
節
で
は
、
で
き
る
だ
け
問
題
を
明
確
に
す
る
た
め「

基
本
表
.

」

部
門
単
位
で
原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化
を
検
討
す
る
が
、
こ
の
場
合
に
も 

つ
ぎ
の
よ
う
な
限
界
の
あ
る
こ
と
を
.前
も
っ
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

'

す
な
わ
ち
、「

基
本
表」

は

「

統
合
表」

.よ
ゥ
も
部
門
分
類
が
は
る
か
に
細
分
割
さ
れ
て
い
る
た
め
、

あ
る
生
^
物
の
生
産
に
お
け
る
原
材
料 

利
用
上
の
変
化
を
純
粋
に
把
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
' し
か
し
な
が
ら
、「

基
本
表」

.部
門
で
も
、

原
材
料
投
入
構
成
比
の
い
ち
じ
る
し
く
異 

な
る
諸
財
貨
が
統
合
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
.そ
こ
で
は
、
あ
る
生
産
部
門
の
原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化
の
な
か
に
は
、S

同

}
財
貨 

か
#
0:
'
か
^'
か
か
1

4
价
か
代
#'
が
生
じ
た
と
い
う
問
題
と
、S

そ
の
部
門
に
統
合
さ
れ
て
い
る
各
種
財
貨
の
•比
率
が
変
化
し
.た
た
め
全
体
と
し 

て
の
原
材
'料
投
入
構
成
が
変
化
し
た
と
い
う
問
題
と
が
、
混
然
一
体
と
し
て
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
両
者
の
作
用
は
内
容
的
に
区
別
す 

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
三
五
年『

調
整
作
業
表』

：
部
分
的
に
利
用
し
う
る
三
〇
年

『

調
整
作
業
表』

、
建
設
省「

建
設
部
門
分
析 

用
産
業
連
関
表」

(

三
〇
年
、
三
五
年)

等
の
利
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

日
本
資
本
主
義
の
洱
生
産
構
造
分
析
試
論
n 
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(e) 「その他の锇維製品j ，「繊維製既成品j
注 1.

3 0 年 3 5 年 3 8 年

合 成 織 維 紡

%0(0)
%4. 32

%4 .14 
(3.59) 

一  5.02 
(4.15)合 成 繊 維 織 物

0(0) 4. 88

合 成 繊 維 原 料
0 .01 (0.01) 3.39 3. 53 

(3.08)
「その他の繊維製品」 •「繊維製既成品」の 
原材料合計

100. 00 (100,00) 100. 00 100. 00 (100.00)
注 1 :3 0 年表と35年，38年表とでは，両部門の間で構成跖 

目の移動があったので，両者を統合した。

これらはきわめて雑多な品目をふくむので，一佑合 

成櫞維系原材料の構成比の上昇のみを表示した。

な
お
、
物
価
変
動
の
影
響
を
除
去
し
.て
純
粋
に
原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化
を
把
え
る
た
め
に 

は
、
三
華
価
格
表
に
よ
つ
て
構
成
比
を
.検
討
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。
本
文
中
の
構
成
比
は
す 

ベ
て
三
五
年
価
格
に
よ
る
も
の
で
.あ
る
。
し
か
し
、
デ
フ
レ
丨
タ
に
は
か
な
り
の
問
題
.も
あ
る 

し
、
三
五
年
価
格
に
よ
る
構
成
比
と
時
価
に
よ
る
構
成
比
と
の
比
較
は
、
各
原
材
料
の
価
格
変
化 

の
差
を
し
め
し
、
将
来
の
問
題
を
示
唆
す
る
点
も
あ
る
.の
で
、
両
者
を
算
出
し
、
表
示
し
て
お
V 

た
。

一
安
的
傾
向
と
し
て
は
、
新
製
品
に
よ
る
代
替
が
す
す
む
場
合
に
は
、
新
製
品
で
は
大
量
生 

産
化
に
よ
り
価
格
低
下
が
生
じ
ノ

し
た
が
つ
て
三
八
年
め
原
材
料
投
入
に
お
け
る
新
製
品
の
し 

め
る
比
率
は
、
時
価
に
よ
る
も
の
は
兰
五
年
価
格
に
よ
る
も
の
よ
り
低
目
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と 

t
、
h
か
る
_
袼
傾
向
の
差
違
か
ら
も
、
将
来
よ
り
一
層
、
新
製
品
に
よ
る
代
替
が
促
さ
れ
る
こ 

と
を
示
唆
し
て
，い
る

.0

繊
維
関
係

.繊
維
関
係
の
生
産
諸
部
門
£

■

い
て
は
、
合
成
繊
維
系
原
材
料
に
ょ
.
.る
代
替
が
き
わ
め
で
顕
著
に
す
す
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
.

. 

.

.「

メ
リ
ャ
‘

ス
製
品」

.

の
•

原
材
料
投
入
構
成
比
で
は
、
(a
)

表
の
ご
と
く
、「

合
成
繊
維
紡」

：
と

「

合
成
繊
維
原
料」

の
比
率
計
が
、
三
〇
年
に
は 

わ
ず
か
八
'

.

一
五
笔
あ
ら
た
の
が
、.
三
，五
年
.

ニ
九

•
ニ
五
％
、
三
八
年
四
五
.*

九
.七
f

急
激
な
る
上
昇
を
し
め
'し
、
こ
れ
に
反
し
、
と
く
に 

「

綿
紐」

の
比
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
め
が
注
目
を
ひ
く
。「

衣
服
身
廻
.品」

で
も
、.

抑
表
に
み
る
ご
.

と
く
、「

合
成
繊
維
織
物」

力

「

紀

•
ス
フ
織

物
1-
,

「

絹

•
人
絹
織
物」

に
急
速
に
代
替
し
て
い
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
一
章
で
み
た
ょ
ぅ
，に
、
以
上
.

の
：*

維
加
工
品
の
消
費
•

生
産
は
、
各
種
織
物
類
の
停
滞
に
反
し
へ
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
の
で
ぁ
る
力

ら
、
こ
れ
を
に
：お
け
る
原
材
料
の
急
速
着

代

替

は

、
'繊
維
関
係
の
原
材
料
全
体
の
推
移
に
対
し
大

、
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(C) 「毛織物」

IV—2 表繊推製品における原材料投入構成比の変化

(a) 「メ y ヤス製品」

-35i|:肺格による。 • 
( ) は時価による。 
以下同様） ，

3 0 年 3 5 年 3 8 年

毛 紡

%71.91 
(81.80)

70. 84° • % 70. 92
(71.49)

合 成 織 維 紡
0 . 11 
(0.08)

12. 95 10. 96
(9.63)

合成繊維原料
0.60
(0.43)

0. 94 2. 49 (2.20)
染 色 整 理

17. 98 
(11.75) 

100. 00 
(100.00)

12. 89 13.18 
(14.16)

「毛 織 物 」の 
原 材 料 合 計

1 0 0 .00 100. 00  
(100.00)

備 考 1 . 3 0年には（•綿坊j ,  「スフ紡j が計1.42% 
(1 .9 9 % )あるが，その後はゼp である。

(d) 「ロープ . 漁網」

3 0 年 3 5 年 3 8 年

綿 紛

%47. 79 
(44.21)

%28. 43 % 16. 08 
(15.90)

毛 丨 紡
18.52 

，(27.17)
18. 64 14.19

(14.79)
ス フ 紡

5. 65
(5.08)

2. 77 
一1 1 .43

2. 91 
(2.67)

合 成 織 維 紡
0,57 (0.51)

11.43 
(10.39)

合成繊維原料
7. 58 

(6.91)
17. 82 34. 54

(33.96)
化学繊維原料

1.92 
(1.89)

3 .54 4. 28
(4.02)

100. 00 (100.00)「メリヤス製品丄 

の原材料合計
100. 00 (100.00) 100. 00

3 0 年 3 5 年 3 8 年

繊維用工芸作物 
注 1.

%22. 58
(25.73)

%28.68 %31.78 
(43.53)

綿 紐
46.12
(45.03)

13. 46 4. 22
(3.71)

合 成 織 維 紡
13.74
(13,23)

12.34 13.67 
(10.05)

合成繊維原料
10. 38 
(9.99)

38. 31 42. 45 
(34.47)

「ロープ . 漁網」 
の原材料合計

100. 00 (100.00) 100. 00 100. 00 (100.00)

(b) 「衣服 • 身廻品」

3 0 年 3 5 年 3 8 年

絹 • 人 絹 織 物

% 
1 1 .11 
(10.35)

%10. 41 %3. 73 
(3.71)

綿 • ス フ 雜 物
38.91 
(34.03)

25. 39 18. 88 
(16.62). 

—25. 51
(27.72)毛 織 物 ’ 27.39

(33.79)
22.83

合成繊維織物
3. 36
(4.15)

20,16 30.11 
(27.94)

「衣 服 • 身廻品J 
の原材料合計

100. 00 (100.00) 100. 00. 100. 00 (100.00)
注 1 . すべて麻の原料作物で&る。 - 
「原材料投入構成比j にかんする表作製上の注意

1 . 「原材料投入構成比j は各生産部門の投入額より，サービスの投入，「分類不明」の投 

入，付加师値の投入を控除して，物的投入のみの総額を:もとめて，このうちで各財货の 

投入のしめる構成比をもとめたものである。 ;
「分類不明j の投入は， 物的投入'かサービス投入か自知も不明であるので，総額より 

控除したが，この投入が巨額の場合は，「原材料投入構成比J に劳干の影響が毛る。

2. 1■原材料投入構成比j の推移を，価格変動の影響を除去してみるために35年価格によ 

ってもとめたが，デフレーターにはかなりの問題があるので時価のものももとめ，( )  
に表示しておいた。

3 . 本表以下，「原材料投入構成比」 をすベて掲示することは困難なので， 主題に必獎な 

かぎり.で，抜粋して掲示した。

4 . 原材料の内容が不明確なものは，f■調整作業表』（主として35年）の検討により，その 

内容をしめした。** j は r調整作業表j 部門名である。

5. 30年の産業計画会議による組# え表では，金属，機械関係の部門は，r統合表J に近い 

形で統合されている。

とくに必要な場合には，これを r基:本表J 部門堪位に分割することを試みたが，それ 

以外には，35年，38年の方をこれにあわせて統合した。この部門には，（統） と付した。

6 . 原材料計には機械修理，逮設補修の投入がふくまれている。

われわれの方法ではこれを除去した方が好ましいが，各生遊部門についてこの投入分 

を控除することは不可能であった。

三
ニ 

(

七
〇
四)



O i ) 『木造住宅 j と r 非木造住宅 j の 原 • （a) 「住宅新建築」全体 

材 料 投 入 構 成 比 の 比 較 （昭和35年） ------------------- 一------ ------------- -

IV—3 表 「住宅新建築_!の原材料投入構成比の推移

木造住宅
非木造 
住 宅

% %
製 材 •合 板 47. 56 15.01
そ の 他 の 木 製 品 3 .38 1 .14
家 具 7. 23 1 .29
その他の織維製品注 1. 2 .40 0. 76
建 設 用 土 石 製 品 注 2. 3. 89 1.21
ガ ラ ス 製 品 1.65 1.35
セ メ ン ト 2. 71 6. 99
そ の 他 の 土 石 製 品 2 .49 10. 59
熱 間 圧 延 鋼 材 0. 28 10. 67
鋼 管 1.30 4. 75
冷間仕上および鍍金鉱材 2. 04 3. 70
鋳 鍛 鋼 nu 0 .07 0. 54
建 設 用 金 属 製 品 5. 69 14. 31
そ の 他 の 金 属 製 品 1,71 3 .05
F合 成 樹 聩 製 品 J 注 3. 2. 93 3. 31
住 宅 原 材 料 の 合 計 100.00 100.00

備 考 35年*■調整作業部門分頻別投入表j により作製した。

育林 • 伐 木 注 1.
製 材 • 合 板

その他の木製品

建設用土石製品
— ________  注 2.
セ メ ン

その他の土石製 
品 注 3.
熱間庄延鋼材※
鋼

冷間仕上および 
鍍 金 銅 材 浓

鋳 鍛 鋼 品

非鉄金属一次製
卩》 . . 注 4.
建設用金属製品

その他の金属製 
品 《
その他の製造業 f 合 成 樹 脂 製  
品J)  注 5.

3 0 年

% 1.94 
(1.69)
44
30
)

18
28
)

66
50
)

84
93
)
 

51
.
48
.
1.
(1
.
3.
(3
.
2.
(3
.

65
45
)

25
22
)
 

3.
(3
.
1T
(1
.

1.60
(1.63)
4 .38
(4.30)
14
13
)

38
43
)

o.
co
.
.o.
(0
.
1

83
98
)
 

3

(3
.
87
91
)

 

0
.(0
.0 .48 
(0.55)

100. 00 
(100.00)

3 5 年

%1.41
40.73

—2「§1
3. 33
3. 62
4. 21
2. 48
2. 03
2. 39
0 .17

7. 52
1 .99
3 .12

100. 00

3 8 年

~%1.23
(1.54)

37.16
(38.32)

2. 20 
(2.55)
14
09
)

|
36
66
)

30
06
)
 

3

(3
.
3:
(3
.

4
C4
.

2. 60 
(2.83)
2 .15 

(1.63)
53
16
)

.
17
15
)

65
58
)
 

2.
(2
.
-
0
.
(0
.0.
Co
.

8 
V
6
 

5
1

7.
6

03
90
)

 

2
.(1
.6.94 

(6.54)
100.00 (100.00)

注 1 , これは1■わら加工品J 床等)，『い製品』(得表）

である。
注 2 . これはほとんどすべてが瓦である•
注 3. 「その他の製造業j のうちの*■合成樹脂製品の 

みをとくに掲示した* 35年では，これはその他の 

製造業」のうちの97% (木造)，册％ (非木造）を 
しめている，

( C ) 同上， （昭 和 3 0 年）—— 昭和30年と35年
の比較のために——

木造住宅
非木造 
住 宅

% %
製 材 • 合 板 51.76 19.72
木 製 品 • 家 具 12.10 6.60
セ メ ン ト 2.93 13.91
熱 間 压 延 鋼 材 0 .01 13.12
銅 管 1.48 2 .87
冷 間 仕 上 • 鍍 金 鋼 材 4 .54 2. 26
鋳 . 锻 鋼 品 0.02 1 .19
妞 設 用 金 属 製 品 3.47 9 .12
そ の 他 の 金 属 製 品 0 .82 1.78
住 宅 原 材 料 の 合 .言十’ 100.00 100.00

備考迪設名：「昭和30年，迚設部門分析用歲業速関表j に 
より作製した》

これは，35年 「基本表j と部門分類がかなり興なる 
ので，部門分類が同じで，しかも，30年と35年との比 
較のうえに必要なもののみを掲示した•

備 考 1 . われわれが利用している30年の産業計画会談に 

よる粗替え表では，金厲，機械関係の部門が，35 
年，38年 「基本表」よりかなり統合きれている. 
上表の？Kがこれをしめす。それゆえ，これらにつ 
いては30年の関係六翁庁r基本表j によって，部 

門分割をした。ただし，この「基本表j は時価し 
かないので，35年価格分については，一応時価の 
比率で部門分割を行なった。したがって※部門9  
35年価格は，財貨別のデフレ一ターを用いてない 

点注意しておく。

これは，本表以降の建築•土木関係の構成比に 

おいても同様である。
注 1 . 30年表では部門が「育林 • 伐木業』となっている 

ので，35年，38年表の ••育林.特殊林産物」と•■伐 

木j とを一括して，接続させた。

注 2 . これはほとんどすべてが瓦である•
注 3 . この大部分は*■セメント製品j であり，残部は 

f石綿製品j である。

注 4. 30年表では，部門がこのように統合•されている

が，少額であるので，分割せず，35年，38年を統 

合して接続させた。

注 5 . これはほとんどすべてが1■合成樹脂製品j であ 

る。
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四(

七
。
六)

こ
の
ほ
か
、
•

「

毛
織
物」

を
は
じ
め
織
物
，
紛
績
関
係
で
も
、
混
紡
織
に
よ
る
合
繊
系
原
材
料
の
進
出
.が
す
す
ん
で
い
る
。

(c
)
表
参
照)

ま
た
■

「
ロ
ー
プ
•
漁
網」

で
も
、
2(
d
)表
の
ご
と
く
、
.合
繊
系
原
材
料
に
よ
っ
て「

綿
紐」

'が
徹
底
的
に
.代
替
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ 

る
。
，

あ
る
レ
は「

そ
の
他
の
織
維
製
品」

「

繊
維
製
既
成
品」

は
、
'

『

い
製
品』

、『

製
綿
•

じ
ゅ
.

う
た
ん』

、
寝
具
、
.蚊
帳
、
ヵ
ー
テ
ン
、
繊
难
製
包 

装
袋
等
種
.々
の
製
品
を
ふ
く
ん
.で
い
る
が
、『

調
整
作
業
表』

に
よ
る
と
、『

製
綿
•

じ
ゅ
：う
た
ん』

を
は
じ
め
、
各
種
製
品
の
生
産
に
お
い
て
、
 

合
繊
系
原
材
料
に
よ
る
代
替
が
多
様
な
形
で
す
す
ん
で
い
.る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

r(e
)
表
参
照)

以
上
の
よ
う
な
原
材
料
転
換
が
、
序
節
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
合
成
織
維
系
原
材
料
の
き
-わ
め
て
高
い
の
び
と
、
そ
の
他
の
繊
維
原
材
料 

の
停
滞
と
の
い
ち
じ
る
し
い
対
比
を
う
み
だ
し
た
主
要
原
因
で
あ
る
。

建
築•

土
木
関
係

建
築

•
土
木
関
係
に
お
い
て
も
、
原
材
料
投
入
構
成
比
は
注
目
す
べ
き
顕
著
な
変
化
を
し
め
し
て
い
る
。

す
で
に
み
た
ご
と
く
、「

住
宅
新
建
築」

(

第
一
章)

、〔

非
住
宅
新
建
築
•
土
木〕

(

第
二
章)

は
い
ず
れ
も
三
〇
年
以
降
、

国
内
生
産
全
体
の
う 

ち
で
ま
す
ま
す
大
き
な
比
重
を
し
め
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、.
.こ
こ
に
お
け
る
原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化
は
原
材
^
;
の
生
産
•
輸
入
全
体
に 

対
し
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
.で
あ
る
。
 

‘

⑴

ま

ず「

住
宅
新
建
築」

の
原
材
料
投
入
構
成
比
の
推
移
を
み
る
と
’
⑷
表
の
よ
う
に
、「

製
材

•
合
板」

の
比
率
が
三
〇
年
の
五
一
•
四 

四
％
よ
り
三
五
年
四
〇

•
七
三
％
、
三
八
年
三
七
.
一
六
％

へ
と
大
幅
に
低
下
し
た
て
と
、
.こ
れ
に
反
し
、

「

建
設
用
金
属
製
品」

を
は
じ
め 

「

剪
ハcE

庄
延
r
材」

「

そ
の
他
の
金
属
製
品」

等
の
金
属
関
係
原
材
料
の
比
率
と
、
.

「
そ
の
他
の
製
造
業」

—

そ
の
ほ
と
ん
ど
は『

'合
成
樹
適
嬰 

品』——

の
比
率
と
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「

建
設
用
金
属
製
品」

の
進
出
は
、
金
属
製
ド
ア
•
サ
ッ
シ
ュ
、
風
呂
•
暖

•
ち
ゅ 

う
房
用
装
置
や
ボ
ル
ト
•
ナ
ッ
ト
等
の
部
品
類
の
進
出
で
あ
り
、『

合
成
樹
脂
製
品』

の
比
率
の
急
速
な
る
上
昇
は
、
.
ビ-1

丨

ル
管
、
合
成
樹
唇



製
と
い
•

屋
根
板
•

床
材
料
等
の
新
し
い
登
場
と
こ
れ
ら
に
よ
る
旧
原
材
料
の
代
替
を
し
め
す
も
の
.で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
後
も
一
層
進
展
し 

て
お
り
、
建
築
関
係
に
お
け
る
き
わ
め
て
重
要
な
変
化
で
あ
る
。
 

.：
ノ 

「

住
宅
新
建
築」

の
う
ち
、
-

『

木
造
住
窀』

と

『

非
木
造
住
宅』

の
原
材
料
構
成
比
を
比
較
す
る
と
ノ
抑
表
の
よ
う
に
両
者
は
大
き
く
相
違
し
て 

い
る
。
そ
し
て
、
第
一
章
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
三
〇
年
以
降
、『

非
木
造
住
宅』

の
方
が
よ
り
一
層
高
い
の
び
を
し
め
し
、「

住
宅
新
建
築」

に 

し
め
る『

非
木
造
住
宅』

の
比
率
が
し
だ
い
に
高
く
な
っ
た
こ
と
が
、
.「

住
宅
新
建
築」

全
体
に
お
い
て
、
木
材
関
係
原
材
料
の
比
率
の
大
幅
減 

少
、
金
厲
関
係
原
材
料
の
比
率
上
昇
を
う
み
だ
し
た
主
要
な
原
因
で
.あ
る
。

、

し
か
し
、『

木
造
住
笔』

r

非
木
造
住
密』

そ
れ
ぞ
れ
の
原
材
料
構
成
比
を
三
〇
年
と
三
五
年
と
比
較
す
る
と
3 ^
3(
0
表
の
ご
と
く
、両
者
と
も
に
、
 

木
材
関
係
の
.比
率
の
か
な
り
の
減
少
と
、「

建
設
用
金
属
製
品」

等
の
比
率
の
か
な
り
め
上
昇
と
.が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な『

木
造 

住
空』

.そ
の
も
の
、『

非
木
造
住
宅』

' 
そ
の
も
0£
に
お
け
る
原
#-
-料
転
換
も
ま
た
、
右

の

「

住
宅
新
建
築」

■全
体
の
原
材
料
投
入
構
成
を
変
化
さ 

せ
た
.
.

一

因
で
あ
る
。
な
お
金
属
関
係
.で
も
、
三
〇
年
よ
り
比
率
の
低
下
し
.た
品
目
も
一
部
あ
る
が
、
こ
れ
は「

建
設
用
金
属
製
品」

等
の
加
工
金 

厲
建
材
の
利
用
の
普
及
と
合
成
樹
脂
系
建
材
に
よ
る
代
替
を
反
映
し
て
い
る
。

2)「

非
住
密
新
建
築」

，に
お
い
て
は
、

原
材
料
投
入
構
成
比
の
変
化
は
、
仏
表
に
み
る
ご
と
く
、

「

住
宅
新
建
築」

の
場
合
よ
り
さ
ら
に
一

層
顕
著
で
..あ
る
。

,

.

'
 

.

す
な
わ
ち
、
金
属
関
係
の
.比
率
の
上
昇
は
.「

住
宅
新
建
築」

よ
り
、：

よ
：り
多
く
の
品
目
に
わ
た
り
、
よ
い
大
幅
な
上
昇
と
な
っ
て
お
り
、
金
厲 

関
係
原
材
料
の
構
成
比
枕
三
〇
年
に
は
二
八
•
七
七
％
で
あ
っ
た
の
が
、
三
五
年
に
は
四
〇

。
九
四
％
、
三
八
年
に
は
四
ニ
•
九
三
％
を
し
め
る 

に
い
た
っ
て
い
る
。
ま

た「

電
気
機
械」

.

(

統)(

中
心
は
：『

送
配
電
機
器』

、『

電
線』

、
配
線
器
具)

の
比
率
上
昇
も
注
目
を
ひ
く
。

他
方
、
木
材
関
係 

の
比
率
の
泜
下
も「

主
宅
新
建
築」

よ
り1

層
大
幅
で
あ
る
。(

た
だ
し
、『

合
成
樹
脂
韻
品』

の
み
は「

非
住
宅
新
建
築」

の
方
が
各
年
の
比
率
も
、
そ
の

上
#
も
よ
り
低
い
。
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IV—4 表 「非 住 宅 新 建 築 j
( b ) 『木造非住宅』 と 『菲木造非住宅 j 

の原材料投入構成比の比較（昭和35年）

木 造  
非住电

非木造 
非住宅

製 _ 材 • 合 板 4 3 , ; %7.69
そ の 他 の 木 製 品 2.31 0. 60
家  具 4. 98 0. 66
ガ ラ ス 製 品 2 .03 1 .33
セ ’ メ _ ン ト 3 .49 5. 48
そ の 他 の 土 石 製 品 4 .23 6. 54
熱 間 庄 延 鋼 材 .1 .6 3 13.35
鋼  管 .1 .5 1 5. 83
冷問仕上および鍍金鋼材 4 .60 4 .90
鋳 锻 鏰 品 0.07 0.45
建 設 用 金 属 製 品 10.95 18:61
そ の 他 の 金 属 . 製 品 1.71 3.60
重 霄 機 器 注 1. 0.37 2.15
そ の 他 の 軽 罨 機 器 注 2. 2 .29 3 .22
F合 成 樹 脂 製 品 』 1 .63 1 .48

非住宅原材料の合計 100.00 100.00
備 考 W —3表(b)と同じ。
注 丄 ，このほとんどは*■送®罨機器j である。
注 2 . この中心は*■堪線j, K線器具類であり， ほかに 1U気計測器等がくわわる。

( c ) 同上， （昭和30年）—— 昭和30年と35年の

比較のために——
木 造  
非住宅

非木造 
非住宅

% %
製 材 . 合 板 51.25 9 .27
木 製 品 • 家 百 7 .49 2 .26
セ メ ン ト 5 .58 11.69
熱 間 m 延 鋼 材 0 .01 14 .18
鋼 管 1.43 1.85
冷 間 仕 上 • 鍍 金 鏑 材 4.98 1.49
鋳 m 鋼 品 0 .03 0. 21
建 設 用 金 属 製 品 注1. 4.36 14.34
鉄 構 物 注2. 0 11.92
そ の 他 の 金 属 製 品 1,59 1.32

電線 ケ一ブル，谣気機械法3. 2 .71 3 .69
弗住宅原材料の合計 100.00 100.00

備 考 IV —3表 (c)と同じ。ただし30年には，特需分が若干 
あるが，35年にはないので，比铰のため，r非〖t宅（特 _ のぞく）j の構成比をもとめた。

注1 .注2. 35年，38年の r逮設用金厲製品』には，《■鉄構 
物j と*■迚設用金属製品j がふくまれている。IV— 4 表 
㈨ の •：姐設用金斑製品j は30年もこれらを合計したもの 
である。

しかし，迚設右統計では，これらが分れており，し※

の原材料投入構成比の推移  

(a) 「非住宅新達築 j 全体

3 0 年 3 5 年 3 8 年

育 林 • 伐 木

%1.94(1.62) 0,80 %0 .73 (0.96)
製 材 • 合 板

32. 50 (29.89) 16.50 11,50 (12.20)
建設用土石製品

1.22 
(1.14)

0.92 0 .96 (1.01)
セ メ ン ト

6. 25 (8.48) 5.01 4 .50 (4,80)
その他の土石製 nn - 4 . 48 (4.14) 6. 20 6.47 (6.49)
熱 間 圧 延 鋼 材

6 .96 (6.68) 10.53 10.40(9.90)
銅  管

1.81(174) 4 .79 5 .36 (4.32)
冷間仕上および 
鍍金鋼材

3.37 (3.24) 4.84 5.40(4.89)
鋳 鍛 鋼 品

0 .28 (0.24) 0.36 0.34(0.34)
.非鉄金属一次製 
品 注i.

0 .23 (0.25) 0 .48 0.51(0.47)
建設用金属製品

14.60 (14.88) 16 .79 17.61 (18.28)
その他の金属製 
品

1 .52 (1.55) 3 .15 3.31(3.28)
その他め製造業 

(f合成樹脂製品』)
0 .58 (0.64) L 63 4.05(4.05)

電 気 機 械  
注2. 3. 39 (3.66) 5 .37 5.64(5.39)

T非住宅新建築 J 
の〗原 材 料 合 計

100.00(100.00) 100.00 100.00 (100.00)
：備考および注はW — 3表におなじ。1 . 30年表では35年表の三つの基本表部門が「非鉄金 
属一次製品j として一括されているがし少額である 
ので，分割せず，35年, 38年の r甚本表j 部門を合 
計して接続した。2 . これも注i と同じ。 '

※かも，r鉄構物j の比率がきわめて高いという点が疑問 
として残るので，本表ではとくに別個にわけた，35年の f■調整作業表j によると，1•非木造非住宅jtの 
投入構成比は,『鉄構物j3. 88%, *■迚設用金厲製品jl4 .73 %で，この合計が，4表(b)の，「建設用金厲製品j 18.61 %となっているのである。
‘ 30年の*■鉄構物j が11.92%という高い比率をしめし 
ているのが，分類上の相違か，何に起因するかは不明で 
ある。
ただし，このことが，IV— 4 表 の 「建設用金厲製品j 

の比率が，r住宅新建築J (W — 3 表）の場含にくらべ 
て，30年以降あまり上昇していない原因となっている• 

主3 . これは， 4 表(b)の rl£®機器j，「その他の経窀機器」 
の合計に， 「民生用馄気機器J を加えたものである。35年のこれら合計の比率を，比铰のためにしめすと， 35牢*■木造非往宅』3.19%, *■非木造弗江6.06%であ 

る.



IV—5 表 「公共事業」の原材料投入構成比の推移

(b) “道路” と f農林治山公共靡業j の原 

材料投入構成比の比較注1.
道 路

高速道 
路注2. 丨6■農林 

治山3
3 0年 3 5年 3 5年 35年

製 材 • 木 製 品
%5. 69 %4 .88 % 2. 75 %8 .17

窯業土石製品 34. 51 21.37 10. 56 29.20
鉄鋼一次製品 7. 22 14. 37 26. 64 9.77
金 属 製 品 • 
鉄 構 物

12. 45 15. 34 23.14 12.86
一 般 機 械 0. 38 2. 21 1.77 0.83
電 気 機 械 0. 65 2 .86 3.62 0.36
輸 送 機 械 — 8. 84 7. 54 4. 82
石 油 製 品 9 .79

難
11，95 8.04

原材料の合計 100. 00 1100.00,100. 001 jioo. 00
1

慊 老 連設哲30年および35年 「建設部門用産業連関表j よ 
り作製。

注 1 . 「公共事業j は *■非農林公共事業j と *•農林治山 
公共事業j にわけられるが, f非農林公共斯業j の 5ち，顕著な発展をしめし，大なる比fflをしめてい 
った“道路*，のみを掲げた。

注 2. “道路” のうちの一部である。30年表にはない。

(a) 「公共琪業j
3 0 年 3 5 年 3 8 年

育 林 * 伐 木

%5. 43 
(4.03)

%4-05 % 3.91 
(5.02) 
5 .14 
(5.30)製 材 • 合 板

8 , 34 
(6.89)

6.23
« ^ノ利石材注1. 23.57 

(25.81)
10.16 10.20 

(9.80)
セ メ ン _ ト

21.04 
(25. 65)

11.53 9 .89 
(10.19)

その他の土石製品
6 .05 

(5.02)
13.69 13.75 

(13.41)
熱間圧延鋼材

5 .09 
. ( 4 .4 0 )

9,63 10.48
(10.43)

鋼 管
1.01

(0.87)
1.01 1 . 10 

(0.87)
冷間仕上および 
鍍 金 鋼 材 . 0 .84 

(0.73)
1.71 1.72 (1.52)

鋳 鍛 鋼 品
0 .16 
(0.12)

0.37 0 .38 
(0.35)

建設用金厲製品
7. 26 
(6.66)

13.79 13.14 
(13.27)

その他の金厲製品
1.36

(1.23)
0 .68 0. 68 

(0.66)
石 油 製 . 品

4. 93 
(4.50)

9 .25 10.61 
(10.23)

「公共事業J の 
原 材 料 合 計

100.00 
(100.00)

100.00 100.00 
(100.00)

備考備考および注は！7 — 3 表におなじ。
注 1• 「土石採取業j であるがすべて*■砂利石材j であ 

る。
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•
一

寿

よ

り

、

三
三
•
八
五

^
、

三a

•
五

3 0 年 3 5 年 3 8 年

製 材 • 合 板

. % 71. 13 
(68.25)

%
33. 85

%
30. 59 
(33.57)

合 成 樹 脂
0. 48 
(0.75)

8. 38 9.31-
(7.45)

その他の製造業 
注1.

2. 78 
(3.21)

4.22 3. 92 
(4.06)

鉄鋼一次製品
4. 42 
(4.43)

17. 01 18. 40 
(16.57)

非鉄金属一次製品
0.75
(0.87)

2. 05 2. 33 
(2.09)

金 属 製 品
5 .16 
(5.48)

11 .11 11.19 
(11.80)

塗 料
4. 85 
(5.58)

6.51 7. 91 
(7.03)

「家 具 」 の 
原 材 料 合 計

100.00
(100.00)

100. 00 100.00 
(100.00)

3 0 年 3 5 年 3 8 年

合 成 樹 脂
%

0
(0)

%
1.26

%
1.30

(1.04)

その他の製造業 
注1. 2. 54 

(2,66)
3. 44 4. 66 

(4.82)

家 具 注 2. 0.76
(0.79)

1 .26 1 .25
(1.49)

「馄 気 機 械 J の 
原 材 料 合 計

100. 00 
(100.00)

100.00 
(100.00)

100.00
(100.00)

注 1 . 35年ではこのほとんどすべてが•■合成樹脂製,}?,』。 

注 2. 「览気機械j への「家具j 投入は， ラジオ.テレ 

ビ• 迅蒂 . キャビネツ卜がi たるものであり， 1■木 

製家具j である。 r家典j における合成樹脂加工は 

1■木製家具j を中心としているので，•■带気機械j へ 
投入される「家具』における合成樹脂系原材料の役 

入構成i t の上昇は， 6 表のそれよりはるかに高い。

IV—7 表 「電気機械J に お け る 合 成 IV—6 表 「家具」の原材料投入構成 

樹脂系原材料の進出  比の推移

合成樹脂製品J である。 
この半分弱で，残部の}̂

1 .'35年ではこめすベて 
30年では《■合成樹脂製品 

容ゆ不明。
30年の《■合成樹脂製品j

R

本
資
本
主
義
の
洱
生
産
構
造
分
析
試
論
n

九
％

へ
と
急
激
な
低
下
を
み
、

こ
れ
に
代
.つ
て
、「
合
成
樹
脂」

、『

合
成
樹
脂
製 

品』

：
と
、
金
属
関
係
の
比
率
が
き
わ
め
て
顕
著
に
上
昇
し
て
い
る
。
か
.か
る
変
化 

は
、『

木
製
家
具』

'に
お
い
て
合
成
樹
脂
加
.エ
、『

合
成
樹
脂
製
品』

の
利
用
が
急 

速
に
す
す
ん
.
'だ
こ
と
と
、
'-
,家
具」

全
体
に
お
い
て『

金
属
製
家
具』

の
比
率
が 

上
昇
し
た
こ
.と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

合
成
樹
脂
製
原
材
料
の
進
出

以
上
の
諸
生
産
部
門
に
お
い
て
、
合
成
樹
脂
製
原
材
料
の
^
!
出
が
注
目
さ
れ
た 

が
、
そ
れ
以
外
.に
お
い
て
も
、
合
成
樹
脂
製
原
材
料
の
進
出
が
多
様
な
形
で
す
す 

ん
で
い
る
。
 

.

機
械
関
係
で
も
、「

電
気
機
械」

(

統)

を
中
心
.に
合
成
樹
脂
製
部
品
の
進
出
が 

法
目
さ
れ
る
。
7

表
の
よ
ぅ
に
、「

電
気
機
械」

に
お
い
て
は
：「

合
成
樹
脂」

、
 

『

合
成
樹
脂
製
品』

の
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は『

送
配
電
機
器』

、
 

『

民
生
用
電
気
機
器』

、
重
電
機
器
部
品
等
.に
お
け
る『

合
成
樹
脂
製
品』

の
進
出 

と
、『

電
線
，
ヶ
ー
ブ
ル』

、『

民
生
用
電
気
機
器』

等
に
お
け
る「

合
成
樹
脂」 

の
進
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

さ

ら

に「

家
具」

の
ラ
ジ
オ
•
テ
レ
ビ
キ
ャ
ビ
ネ 

ッ
ト
の
投
入
で
も
、
'合
成
樹
脂
製
原
材
料
•の
進
出
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ 

ば
、「

電
気
機
械」

に
お
け
る
合
成
樹
脂
製
原
材
料
の
進
出
は
注
H
に
価
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
.「

合
成
樹
脂」

.は
、
'次
の
化
学
製
品
を
別
と
し
て
も
、「

製
材
•
合

四
.一

(

七
一
三)



(c) 「合成繊維原料J
1 V - 9 表化学関係における原材料投入構成比の変化

(a) r塗料j
3 0 年 3 5 年 

37.36
3 8 年

有機迤礎化学薬品

%28.75
(29.88)

%37. 49 
(32.19)

無機鉴礎化学薬品
7. 82 
(6.81)

13.41 6. 46 (7.12) 
38. 55 
(40.75)合成繊維原料

49. 66 
(51.48)

38. 67

石 汕 製 品
0. 68 
(0.57)

2.72 2. 75 
(3.12)

石 炭 • 亜 炭
2. 45 (2.10)

1 .2 2 0. 63 
(0.58)

「合成繊維原料」 
の原材料合計

100. 00  
(100.00)

100. 00 1 0 0 .00 
(100.00)

(d) 「有機基礎化学薬品'y

3 0 年 3 5 年 3 8 牢

合 成 樹 m
% 

11.12 
(13. 83)

。も

23.50
%

31.11 
(28.75) 
27. 58
(24.84)

一一21.39 
(21.91)

有機雄礎化学薬品
21.87 
(23. 22)

28. 38

その他の越礎衆品
29. 67 
(28.18)

23. 41

動植物汕脂 iti.
17. 90
(18.83)

9. 68 5.65
(7.40)

石 汕 製 品
1 .88 

(1.60)
3. 26 3 .16 

(3.75)
Too. oo (100.00)M U

100. 00 (100.00) 100. 00

3 0 年 3 5 年 3 8 年

一  % 19. 21
(21.27). 石 汕 製 品

%2. 63
(2.42)

11.08

石 炭 製 品 . 7, 76 
(7.29)

9. 02 6. 78 
(6.96)

石 炭 • 亚 炭
5 .15 
(4.90)

0.67 0.23(0.21)
有機迸礎化学薬品

24. 29
(27.94)

41.15 43.12
(38.34)

動植物油脂注 1. 16.19
(14.06)

9. 54 5 .15
(6.36)

無機基礎化学薬品
8. 05
(7-76) 
3.38 
(3 ,32)

9. 51 6.55
(7.09)

m  力
3 .88 3.63

(4.45)
1■有機鉴磽化学薬 

品」の原材料合計
100. 00 (100.00) 100.00 100. 00 (100.00)

注 1 . 30年表と35平， 38年表とでは， r居殺 • 肉製品J 
と r動植物油胞J の間で品目移動があると思われる 
ので， ここではrK殺 . 肉製品J を加えた。

(b) 「合成樹脂」

■注 1 , (a)の往1 におなじ。

IV—9 表 備 考 1 - 化学関係では，

3 0 年 3 5 年 3 8 年

有機基礎化学薬品

%
41.07
(44.04)

%
45. 42

%
52.88
(46.48)

一  T I^ 3
(13.01)無機蒜礎化学薬品

16. 90
(15.19)

20. 65

化 学 肥 料
7.74
(7.98)

3. 68 2.69
(2.86)

石 汕 製 品
1.22

(1.05)
3. 09 3. 23 

(3.84)
石 炭 • 亜 炭

2. 93 
(2.60)

0.67 0. 22 
(0.21) 

— 4. 22
(5.40)電 力 

旨丁
の原材料合訐

4.28
(3.92)

4. 98

100. 00 
(100.00)

100. 00 100. 00 
(100.00)

U/子网卯しW，多くの品目が統合されているので，自部門の原、材料か 

自部門内の他の原材料となる関係= 担部門投入が非常に多い。 したがつ 

て投入構成比の推移は明確にならない面がある。
2 . 化学関係では「石油製品J 等は原材料として用いられるものと，燃料 

として用いられるものとをふくむが，これらを区分することは統計上不 

可能である。

日
本
資
本
主
義
の
西
生
產
構
造
分
析
試
論
n

工
業
用
べ
ル
ト
等
部
品
を
中 

心
に
需
要
が
急
速
に
の
び
て 

い

る

(

1
表
参
照> 

の
で
、
 

右
の
原
材
料
代
替
の
も
つ
意 

義
は
大
き
い
。

化
学
製
品

化
学
製
品
に
お
い
て
も
、
 

石
汕化

！！f

の
登
場•

発
展
を 

中
心
に
、
原
材
料
利
用
上
の 

変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が 

明
ら
か
で
あ
る
が
、.
化
学
製 

品
の
蕋
礎
原
材
料
た
る「

無 

機
基
礎
化
学
薬
品
.

」

、
.「

有
機 

趣
礎
化
学
薬
品
：

J 、
「

そ
の
他 

の
鉴
礎
薬
品
1-
に
は
種
々
様 

々
の
基
礎
薬
品
が
ふ
く
ま
れ 

て
い
る
た
め
、
あ
る
化
学
製 

品
.の
原
材
料
が「

基
本
表」

四

三

(

七
一

五)

IV—8 表 rゴム製品j の原材料投入構成比 

の推移

3 0 年 3 5 年 3 8 年

『生 ゴ ム J 注1. %48.75 
(51.36)

%36. 25 %29.59 
(27.98)

■ 合 成 ゴ ム j 注2. 0.85
(0.94)

10. 42 17. 02 
(14.51)

その他の基•礎薬品
8 .46 
(8.36)

8.19 8. 72 
(10,72)

『人 棒 織 物 』注3. 8. 59 9. 91 11.13 
(11.83)

綿 • ス フ 織 物
19. 93
(18.58)

12. 43 11.66
(10,97)

合 成 繊 維 織 物
0(0) 3 .79 3 .88

rゴ ム 製 品 」 の
原 材 料 合 計

100. 00 (100.00) 100.00 100.00 
flOO. 00)

注 1 . r2S本表j の 1■工芸作物」であるが，すべてr生ゴ 

ムa である。
注 2 . 「有機甚礎化学薬茆j であるが，ほとんどすべてが『合 

成ゴム』である•
注 3. r絹 • 人絹織物j であるが，すべて r人絹織物i ャ 

ある*

板」

，'

(

樹
脂
加
工)

、：「

紙
製
品」

(

樹
脂
加
工)

、『

身
辺
細
貨
品』

、『

楽

器』

等

に

も

進

出

し

：：て

>
る
。：

ま
.た

■

『

合

樹
脂

製

品』

.は

『

野
菜』

を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物

(

フ
ィ
ル
ム
シ
I
ト)

、『

水
産
食
品』

、『

調
味
料』

等
の
各
種
食
料
品

(

製
造
用
•製
品
用
容
器)

、『

革
製
品』

(

合
成
樹
脂
製
レ
ザ
ー)

等
乡
#

な
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
進
出
が
注
目
さ
れ
る
。

，
た
だ
し
、m
行

「

産
業
連
関
表」

で
は
£

本
表」

に
お
.い
て
さ 

え
、『

合
成
樹
脂
製
品』

は『

玩
具
.
•運
動
用
品』

、『

楽
器』

、『

身
辺 

細
貨
品』

等
と
と
も
に
'「

そ
の
他
の
製
造
業」

に
一
括
さ
れ
て
い
る
た 

め
、『

合
成
樹
脂
製
品』

の
み
の
投
入
：
員
畠
関
係
の
推
移
、
各
種
生 

産
部
門
に
お
け
る『

合
成
樹
脂
製
品』

の
投
入
構
成
比
の
推
移
を
把
え

る
こ
と
は「

基
本
表」

で
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
行
.

「

産
業
連
関
表』

の
部
門
分
類
上
の
大
き
な
欠
陥
の
一
つ
と
い
わ
ね
ば
：な
ら
な
い
。

ゴ
ム
製
品

.「

ゴ
-ム
製
品」

に
つ
い
て
は
、『

生
ゴ
ム』

が

『

合
成
ゴ
ム』

に
よ
っ
て
急
速
に
代
替
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
8
表 

の
よ
ぅ
に『

生
ゴ
ム』

の
比
率
は
三
〇
年
の
四
八
•
七

五

％

よ
り
ー
ー
ー
八
年
に
は
ー
ー
九

.
五
九
％

へ
.と
急
減
し
、
他
方
三
〇
年
に
は 

一
％
に
も
み
た 

な
か
っ
た『

合
成
ゴ
ム』

が
三
八
年
に
は
、

一
七
•
〇
ニ 
％
を
も
し
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

、
こ
の
ほ
か
、
タ
ィ
ヤ
コ
ー
ド
を
中
心
に
、
各
種
織
物
が
か
な
り
の
比
率
を
し
め
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
で
も
、

「

綿

•
ス
フ
織
物」

に
か
わ
っ
て 

「

合
成
繊
維
織
物」

の
比
率
が
の
び
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
価
す
る
。

「

ゴ
ム
製
品」

は
、
す
で
に
第
二
章
で
み
た「

自
動
車」

、『

自
動
自
転
車』

、
あ
る
い
は
各
種
機
械
の
生
産
の
飛
躍
的
拡
大
に
よ
り
、
タ
ィ
ヤ
、



(C) 「その他の食料品」

(d )  「織物 • その他の鐵棰製品」

3 0 年 3 5 卑 3 8 牟

石 炭 ♦亚 炭 20.18 
(19.38)

%9.83 %4, 09
(3.42)

石 俊 製 品
0. 81 
(0.80)

L 54
~"9760~

1 . 61 
(1.48) 12. 94 

(13.07)石 汕 製 品
6. 99 
(6.49)

m 力
8. 88 
(8.79)

9. 47 9. 54 
(10.52)

「熏業土石製品j  
の原材料合計

100. 00 
(100.00)

100. 00 100. 00  
(100.00)

(b )  「パ ル .フ • 紙 j

3 0 年 3 5 年 3 8 年

石 快 • 亚 炭
%0. 93

(0.75)
%0.43 % 0. 20 

(0.15)
石 汕 製 品

0.67
(0.52)

0. 83 0. 99 
(0.93)

1S 力
0.89
(0-74)

1.06 1.04 
(107)

「織 物 .その他 
の繊維製品」

の原材料合計

100. 00 (100.00) 100. 00 100. 00 (100.00)

3 0 年 3 5 年 3 8 年

石 汕 製 品
% 0. 21 .(0. 21)

%1.12 %1.26(1.22)
M  力

0. 22 
(0.24)

0.20 0. 21 
(0.23)

「建 築 J の 
厚 材 料 合 計

100. 00 (100.00) 100. 00 100. 00 (100.00)
(g )  「一般作物j • 「工芸作物j

3 0 年 3 5 年 3 8 年

石 油 製 品
%0. 77 

(0.70)
% 2 .17 % 2 .10 

(1.94)

軍 力
0.80
(0.77)

0.89 0. 73 
(0.78)

「一般作物」• 「エ 
芸作物」の原材 
料合計

100. 00 (100.00) 100. 00 100. 00 (100.00)
IV—10表 備 考 1 . 木表作製においては， 

「石汕 製品j 「石炭製品」等が原材料として 

用いられる化学，銑鉄等の部門は除外し， 

ェ•ネルキー投入が一'定の比率をしめ，比率 

が一定の変化をしめしている部門を選ん 

だ。2 . 项臥のないのは，該项Hの投入がゼロか僅 

少のもの。

3 . このなかには，出家運輸州エネルギーが苦 

干ふくまれていると推測される。

3 0 年 3 5 年 3 8 年

右 汕 製 品
%

2. 49 
(2.38)

%4. 56 % 5, 50 
(5.43)

m  力
0. 53 
(0.54)

0. 44 0. 48 
(0.52)

「土 木 」 の 
原 材 料 合 計 ，

100. 00 (100.00) 100.00 100. 00 (100.00)
備 考 （<0，(0 ,抝 は 迚 設 機 辨 ， 農 業 機 械 の 導 入 * 普 及 に  

よ る エネルギー利 用 の 梢 大 で あ る 。
し た が っ て 他 の エ ネ ル ギ 一 は 30年 に も ゼ ロ か ご  

く m少にすぎない。

⑴ 「建築」

3 0 年 3 5 年 3 8 年

石 炭 • 亜 炭
%0.65 

(0.65)
%0.29 % 0. 22 (0.16)

石 炭 製 品
0, 24 (0.22) 0.07 0.06

(0.05)
石 . 汕 製 品

0.60
(0,56)

1 .68 1 .56 
(1.40)

電 力
1.73

(1.70)
1 .16 1.06 

(1.06)
「その他の食料品」 
の原材料合計

100. 00 (100.00) 100. 00 100.00 (100.00)

3 0 年 3 5 年 3 8 年

石 炭 • 亚 炭
%2. 98 

(3,03)
%2. 46 % 1 .16 (0.88)

石 汕 製 品
0. 96 
(0.95)

1.53, 1 .98
(1.85)

電 力
4. 64 
(4.87)

7. 26 6. 83 (7.00)
「パ ル プ • 紙」 

の原材料合計
100. 00 (100.00) 100. 00 100. 00 (100.00)

IV—10表諸生産部門におけるエネルギーの投入構成比の変化（「統合表」部門甩位)
(e) 「土木」 (a) 「窯業土石製品」
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部
門
の
間
で
I

た
.と
え
ば「

動
植
物
油
脂」

よ

り「

有
機」

へ
転
換
し
た
と
い
う
変
化
は
検
出
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
も「

有
機
，

」

の
う
ち
の 

r
外
系製

！：：：：

へ
代
っ
.た

の

か

石
相
系
以
外
の
諸
製
品
へ
代
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
あ
る
化
学
製
品
の
原
材
料
が「

*

^」

商
体
の
諸
薬 

品
の
間
に
お
い
て
転
換
し
た
場
合
は
検
出
不
可
能
で
あ
る
。
.

，し
た
が
っ
て
.
化
学
製
品
の
原
材
料
代
替
の
検
出
に
は
限
界
が
あ
る
が
、「

塗
料」

に
お
い
て
は「

動
植
物
汕
脂」

、が

•

「

合
成
樹
脂」

に
よ
っ 

て
急
速
に
代
替
さ
れ
た
こ
と
、「

有
機」

、「

石
油
製
品」

'の
比
率
が
上
昇
し
た
こ
.
.
と

が明
ら
か
に
検
出
さ
れ
る
。
 

、

,

ま

た「

合
成
樹
脂」

、「

合
成
繊
維
原
料」

.の
中
心
原
料
は
.「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
こ

の「

有
機」

の
比
率
上
昇
と 

「

石
油
製
品」

の
比
率
上
昇
が
注
@
さ
れ
る
。
 

.

'そ

し

て「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

の
な
か
に
は
、へ
石
油
系
と
非
石
油
襄
の
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
.、

「

有
機」

の
原
材
料
投
入
構
成
比
を 

み
る
と
9(
(

1

表
の
ご
と
く「

石
油
製
品」

の
比
率
が
急
速
な
る
上
昇
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
を
ひ
く
。
こ
の
こ
と
は
、
各
種
化
学
製
品
の
原 

材
料

A
J

し

て「

有
機」

の
比
率
が
上
#
し
た
の
が
、
石
油
系「

有
機」

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
.の
と
い
え
t

う
。

.

す
で
に
み
た
ご
と
く
、
諸
生
産
部
門
に
お
い
て
、
合
成
繊
維
系
原
林
料
、
合
成
樹
脂
系
原
材
料
、『

合
成
ゴ
ム』

に
よ
る
原
材
料
代
替
が
急
速 

に
.す
す
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
商
体
、
'

「

有
機
菡
礎
化
学
薬
品」

、
そ
の
.原
料
と
し
て
の「

石
油
製
品」

の
顕
著
な
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
で 

あ
•る
ガ
、
さ
ら
に
そ
の
う
え
に
、
各
種
化
学
製
品
に
お
い
てr

有
機」
と

「

石
油
製
品」

の
し
め
る
比
率
の
上
昇
が
す
す
ん
.

だ
の
で
あ
る
。
こ
れ 

ら
が
結
び
つ
い
て
、
序
節
1

表
で
み
た
よ
う
な「

有
機」

の
き
わ
め
て
顕
著
な
増
大
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

r

石
油
製
品」

の
飛
躍
杓
増
大
の 

一■因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
0
.

H

ネ
ル
ギ
I

関
係

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
丨
関
係
の
投
入
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

10
表
の
ご
と
く
 

r

石
汕
製
品」

•「

電
力」

に

よ
る「

石
^
•
亚
炭」

の
代
替
、
あ
る
い
は
動
力
化
に
よ
る「

石
油
製
品」

の
利
用
増
大
に
よ
り
、

全
体
的
に
、
'「

石
油
製
品」

の
構
成
比
が
も
っ
と
も
の
び
、
こ
れ
に



(h) 「電力j
3 0 年 35 年 3 8 年

石 炭 • 亚 炭
%88. 56 (88.88) 59.78 54. 51 

(53.68)
45.49 
(46.32)石 汕 製 品

11.44 (11.12) 40. 22

r石 炭 • 亜 炭 J と 
「石油製品J の合計

100. 00(100.00)
■ ■ '

100. 00 100.00 (100.00)
備 考 l . 「抱力j では， 機械修理の投入がかなりの比率をしめ 

ているうえ，この修理の投入は各年非常に変動する。こ 

のため，1■石炭 . 亜炭j と 1■石油製品』■の合計をとって， 

その5 ちの両者の構成比を■もとめた，

なお両者が「谓カ」の原材料投入全体でしめる構成比 

は30年 40.46% (41.49%), 35年 61.95%, 38年 51.25% 
(4 6 .3 6 % )である。

2- 38年 「産業連関表j では，rS8力j への「石油製品j 投 

入額がいちじるしく過小となっている。この点，通産省 

へ問V、合わせ，誤りと分ったので，上表のごとく訂IEし 

■fこ。なお，38年に:は，火力発馏における原油の利用もす 

すんでいると思われるが, この点， 「産業連関表j には 

表示されていないという疑間がのこる*
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原
材
料
投
入
全
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の
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エ
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投
入
の
し
め
る
比
率
が
高
い

「
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，
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ふ
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土
石
製
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(

統)

で
：は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
替

も
と
く
に
顕
著
で
あ
っ
て
、「

石 

"
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炭
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火
が
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。
あ̂

は，2

心

激
に
低
下
し
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
三
〇
年
に
は
六

•
九
九
％
で
あ
っ
た「

石
油
製 

製

ロ
 

s

^.
l

*

i
46
%

攸
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品」

が
三
八
年
に
は
.

一
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•
九
四
％
を
も
し
め
る
に
い
た
っ
て
お
り
、

「

電
力」 

辦

^

^
i

抓？

め-

の
構
成
比
も
若
干
の
上
昇
を
み
て
い
る
。
こ
の
他「

パ
ル
プ
•

紙」
(

統)

等
で
も
、

)
 

^

炭

て

の

そ

は

(4

ぇ
入
へ
た
。す
表
変
化
の
幅
は
小
さ
い
が
同
様
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代
替
傾
向
が
う
か
が
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れ
る
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⑵

他
方
、

す
で
に
の
ベ
.

た

「

土
木」

(

統)

、「

建
築」

(

統)

あ

る

い

は「

一

般
作
物」

•「

工
芸
作
物」

(

統)

計
で
は
、

建
設
機
械
や
農
業
機
械
の
普
及
に
よ
っ
て
、「

石
油
製
品」

の
投
入
構
成
比
が
上
昇
し
て
い
る
。

⑶

「

電
力」

で
は
水
主
火
従
よ
り
火
主
水
従
へ
の
転
換
に
よ
り
、

電
力
生
産
に
お
け
る
燃
料
の
意
義
が
急
速
に
高
ま
り
、

「

石
炭

•
亚
炭
/ 

「

石
祁
製
ロS

」
.

の
消
費
が
急
増
し
て
い
る
の
が
大
き
な
変
化
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
もr

石
油
製
品」

の
し
め
る
比
率
が
き
わ
め
て
急
速
に
上
界
し 

て
い
る
の
が
注EI

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
0(
h
表
の
ご
と
く
、

「

石
炭

•
亜
炭」

と

「

石
油
製
品」

計
の
う
ち「

石
油
製
ロnn」

の
し
め
る
比
率
は
、
 

三
〇
年
に
は 

一
一
•
四
四
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
三
五
年
に
は
四
〇
•
ニ
ニ 
％
、

三
八
年
に
は
四
五
*
四
九
％
を
も
し
め
る
に
い
た
り
、「

電 

力」

生
産
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る「

石
油
製
品」

は
三
〇
年
に
対
し
て
、
三
五
年
に
は
約
九
丄
ハ
倍
、
三
八
年
に
は
約
一
五

•
兰
倍
と
い
う
驚
異 

的
増
加
を
し
め
し
て
い
る
。
か
か
る
傾
向
は
そ
の
後
も
進
展
し
て
お
り
、
こ
.れ
は
生
産
部
門
に
お
け
るH

、チ
，ル

ギ

ー

転

換

の

主

要

な

も

の

の

一

つ 

と
し
て
注
0
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
二
節
産
業
連
関
分
析
的
方
法
に
よ
る
原
材
料
誘
発
関
係
の
考
察

第
二
節
の
課
題
は
、
原
材
料
の
推
移
を
わ
れ
わ
れ
独
自
の
方
法
で
分
析
す
る
に
先
だ
っ
て
、
産
業
連
関
分
析
固
有
の
方
法
に
よ
っ
て
原
材
料
の 

国
内
生
産
•
輸
入
の「

最
終
需
要」

別
誘
発
諸
関
連
.の
推
移
を
検
討
す
る
こ
.と
で
あ
る
。

こ
の
分
析
は
本
節
で
み
る
よ
う
な
興
味
あ
る
諸
結
果
を
提
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
分
析
に
は
か
な
り
の
限
界
が
あ
る
の
で
こ
の
点
前 

も
っ
て
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
'

⑴

第
一
の
大
き
な
限
界
は
、
こ
れ
ら
の
検
討
が
、
多
く
の
生
産
諸
部
門
を
統
合
し
た
.「

統
合
表」

五
六
部
門
準
位
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ 

る
限
界
で
あ
る
。(

も
ち
ろ
ん
、
理
論
的
に
は「

逆
行
列
係
数」

を

「

基
本
表」

に
つ
い
て
も
と
め
、
分
析
を「

迤
本
表」

部
門
単
位
で
行
な
う
こ
と
は
可
能
で 

は
あ
る
が
、
実
際
上
は
、「

逆
行
列
係
数」

の
算
出
は
、
精
度
の
点
か
ら
も
、

電
子
計
算
機
の
能
力
か
ら
も
、「

統
合
表」

五
六
部
門
程
度
が
限
界
と
い
わ
れ
て 

ぃ
る
。)

す
で
に「

分
析
I」

で
強
調
し
た
ご
と
く
、

「

統
合
表」

，部
門
に
は
再
生
產
上
の
機
能
の
異
な
る
諸
部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く 

な
い( 「

分
析
I」

«
第
ニ
章
0-
1
表
を
参
照)

。
.た
と
え
ば「

一
般
機
械」

(

統)

の
な
か
に
は
、
も
っ
ば
ら
労
働
手
段
と
し
て
用
い
.ら
れ
る「

工
作•

金 

厲
加
工
機
械」

パ
や「

産
業
機
械J

等
と
な
ら
ん
で
、「

民
生
用
機
械」

( 『

ミ
シ
ン』

、『

冷
蔵
庳
•
洗
濯
機』)

、「

事
務
用
機
械」

、
あ
る
い
は「

機
械
汎 

用
部
品」

、「

原
動
機
•ボ
ィ
ラ
ーJ 

(

一
 
部
は
独
立
し
た
労
働
手
段
と
な
り
、
大
部
分
は
各
種
機
械
に
す
え
つ
け
ら
れ
る)

ま
で
が
一
括
•
統
合
さ
れ
て
い
る
。
 

あ
る
い
は「

菡
礎
化
学
薬
品」

(

統)

に
は
各
種
の
化
学
製
品
の
鉴
礎
原
料
と
な
る「

無
機
塞
礎
化
学
薬
品」

、

「

有
機
諶
礎
化
学
薬
品」

の
ほ
か 

.
日
本
資
本
主
義
の
??
生
産
構
造
分
析
試
論
n 

.
 

四

七(

七
一
九)



. 

四

八(

七
ニ
〇)

に
、「
合
成
樹
脂」

、「

合
成
染
料」

、
さ
ら
に
は「

化
学
肥
料」

ま
で
が
一
括
し
て
統
合
さ
れ
て
い
る
。

.

こ
の
た
め
、.「

統
合
表」

.部
門
ご
と
に
、「

原
材
料
1-
;
の
.

「

最
終
需
要」

.別
'誘
発
額
と
そ
の
.構
成
比
や
そ
れ
ら
の
変
化
が
.明
ら
か
と
な
っ
て
も
、
 

そ
こ
に
み
ら
れ
る
特
徴
や
変
化
を
理
解
す
る
う
え
.に
多
ぐ
の
不
明
確
な
点
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
右
の
.

T

鉴
礎
化
学
薬
品

」 

(

統)

に
お
い
て「

民
間
消
費
支
出」

の
誘
苑
比
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
や
、..こ
の
比
率
が
三
〇
年
以
降
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
検
出
さ
れ
て
も
、
 

そ
れ
が「

化
学
肥
料」—

各
種
盤
作
物—

消
費
に
よ
る
の
か
、

「

合
成
染
料
J
t各
種
織
物
^
-消
費
に
よ
る
の
か
、「

合
成
樹
脂」

t
合
成
樹
脂
製 

品
t
消
費
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は「

有
機
莶
礎
化
学
薬
品
J
t

「

合
成
樹
脂」

•「

合
成
染
料」

.「

合
成
繊
維
原
料」

等…
…

t
消
费
に
よ
る
の
か 

は
全
く
不
明
で
あ
る
。

'

⑵

第
二
の
限
界
は
、
誘
発
関
係
が「

最
終
需
要」

項
目
別
に
し
か
し
め
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
限
界
で
あ
る
。

す
で
に
く
り
返
し
強
調
し
た
ご
'と
く
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

に

は

.労
働
手
段
と
な
ら
ん
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の「

固
定
設
備」

、
政
府 

関
係
の「

固
定
設
備」

、
さ
ら
に
は
住
宅
ま
で
が
一
括
し
て
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
手
段
原
材
料
も
、

サ
ー
ビ
ス
部
門
や
政
府 

関
係
の「

固
定
設
備
.

」

の
原
材
料
も
、
さ
ら
に
ほ
住
宅
の
M
材
料
も
す
ベ
て「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

.に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
•
 

j

括
し
て
表
示
さ
れ
る
。

. 

,

⑶

第
三
の
限
界
は
、「

産
業
連
関
表」

が
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
生
産
部
門
と
全
く
同
一
に
と
り
扱
っ
て
い
る
う
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
産
出
額
や
産 

出
配
分
の
決
定
方
法
に
不
合
理
な
点
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
第
四
章
で
く
わ
し
く
の
べ
た
の
で
、
第
四
章
1
:を
参
照
さ 

れ
た
い
。

⑷

こ
の
ほ
か
、
第
二
章
の
補
節
㈡
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
の
機
械
修
理
•
建
設
補
修
が
、
原
材
料
と
同
じ
く
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ 

る
。(

⑵
⑶
⑷
に
つ
い
て
、「

分
析
n

」

の
当
該
部
分
と
と
も
に
、「

分
析
I

」

㈡
第
ー
章
第
五
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

) 

,

本
節
で
行
な
う
分
析
方
法
を
簡
単
に
し
め
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

⑴

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は「

産
業
連
関
表」

に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
Q

l

>

+§
ム

型

「

逆
行
列
系
数」

の
第
.
1部
門
の
行
ベ
ク
ト
ル
に
各 

「

最
終
需
要」

の
列
ベ
ク
ト
ル
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
.
1部
門
の
国
内
生
産
額
が「

最
終
需
要」

の
各
項
目
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
ず
つ
誘 

発
さ
れ
た
か
を
も
と
め
る
。(

く
わ
し
く
は「

分
析
I」

㈡
第
一
章
第
五
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

)

こ
の
場
合
、
三
〇
年
、
三
五
年
、
三
八
年
の
比
較
•
検
討
の
た
め
に
は
、
三
〇
年
の
産
業
計
画
会
議
組
替
表
を
利
用
し
な
け
れ
.ば
な
ら
な
い( 「

分
析
n」 

㈠
序
論
第
一
節
㈤
参
照)

の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
組
替
表
に
よ
り「

逆
行
列
係
数」

を
作
製
し
た
。

⑵

.

.他
方

、
，
第i
部
門
の「

輸
入
係
数」

を
同
部
門
の
各「

最
終
需
要」

別
生
産
誘
発
額
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
i
部
門
の
輸
入
が 

「

最
終
需
要」

の
各
項
目
に
よ
り
ど
れ
だ
け
ず
つ
誘
発
さ
れ
た
か
を
も
と
め
る
。

⑶

右
の
⑴
⑵
に
よ
り
、

各
部
門(
=

生
産
部
門
お
よ
、び
サ
ー
ビ
ス
部
門)

の
生
産
額(

=

財
貨
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス)

と
輸
入
額(

=

財
貨
お
よ
ぴ
サ
ー 

ビ
ス)

が
、
各

「

最
終
需
要」

に
よ
り
い
か
に
誘
発
さ
れ
た
か
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
各「

最
終
需
要」

別
構
成
比
を
も
と
め
た
も 

の
が
、
生
産
や
輸
入
の
3「

窮
極
的
市
場
構
成J

、

.-
I最
終
需
要
依
存
度」

と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
当
面
の
分
析
で
は
物
的
生
産
•
輸
入
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
.サ
ー

ビ

ス

部

門

の

サ

ー

ビ

ス

の

「

生

産
L-
•「

輸 

入」

の
誘
発
を
控
除
し
て
、
生
産
部
門
の
生
産
.
•輸
入
の
各「

最
終
需
要」

別
誘
発6

か
を
検
討
す
る
。

⑷

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
も
と
め
ら
れ
た
各
生
産
部
門
のr

最
終
需
要」

別

•
生
産
誘
発
額
•
輸
入
誘
発
額
は
、
各

「

最
終
需
要」 

に
よ
っ
て
直
^'
•
間
接
卜
誘
発
さ
れ
た
も
の
の
合
計
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、•
.

「

天
然
繊
維
紡
績」

の

「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る
生
産
誘
発
額
に 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
產
構
造
分
析
試
論
1
3 

四

九(

七
ニ一)
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は
.、「
民
間
消
費
支
出」

に
よ
る
直
接
の
誘
発
.
い
い
.か
え
れ
ば
]1
'
歡

»'
か
む
綿
糸
や
毛
糸
等
と
、
消
費
さ
れ
た
織
物
ゃ
衣
报
身
廻
活
こ
，.、
 

っ
て
間
^

!

,

卜
綿
糸
•
毛
糸
等
と
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
 

'

そ
れ
ゆ
え
、
原
材
料
の
麗
の
み
を
も
.と
め
る
た
め
に
は
、
各
生
産
部
門
の「

最
終
需
要」

別
生
産
誘
発
額
•
輸
入
誘
発
額
よ
り
、
&

消
費 

さ
れ
た
り
、
直

接「
固
定
資
本
形
成」

と
な
.る
額
を
控
除
す
る
必
要
が
あ
る
。

各
生
産
部
門
の
産
出
額
の
う
ち
直
接
消
費
さ
れ
た
り
•「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
額
は
、

各
部
門
の
各「

最
終
需
要」

額
に
し
め
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
国
内
生
疆
と
輸
入
額
と
の
合
計
が
.「

最
終
需
要」

と
な
る
額
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
各
生
産
部
門
の
国
内
ヒ

産
額
と
輸
入
額
と
の
比
率
を
も
と
め
、
こ
の
比
率
に
よ
っ
て
：「

民
間
消
費
支
出」

、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

等

の「

最
終
需
要」

額
を
、
•国
内

生
産
部
分
と
輸
入
部
分
と
に
わ
け
、
こ
れ
を
直
接
に
各「

最
終
需
要」

.
と
な
る
国
内
生
産
額
•
輸
入
額
と
.み
な
す
。

実
際
に
は
、
I

崖
部
門
の
国
内
生
産
物
は
す
べ
て
直
接
消
費
さ
れ
、.
他
方
そ
の
部
門
の
輸
入
品
は
す
べ
て
.「

中
間
需
要」

と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
、
う 

こ
と
も
あ
る
し
、
輸
入
品
S

接
輸
出
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
場
合
に
つ
い
て
は
右
の
処
理
方
法
は
現
実
を
歪
め
る
こ
^
と 

な
る
。
し
か
し
、
現
行「

産
業
連
関
表」

で
は
す
、、

〈

て
同
.一

部
門
で
は
国
内
生
産
と
輸
入
が
,

c>
Jt
'

^'
f

、
産
出
さ
れ
る
こ
と
が
前
是
さ
.

^

て
‘

の
で
I

 

か

ら

、

右

。
の

I

方
法
I

業
連
関
分
析
と
し
て
は
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
限
界
は
現
行「

産
業
連
顯」

.に
も
と
づ
く
産
業
連
関
分
析
に
不
可
避
的
な
も
の
と

わ

れ

わ

れ

は

各

唐

部

門

の「

最

終

霞

」

別
生
産
誘
発
額
よ
り
右
の
よ
う
に
し
て
も
と
め
た
屢「

最
_

要」

と
な
る
生
産
額
を
控
徐 

す

る

こ

れ

が

1
表
で
ぁ
る
が
こ
れ
は
各
4'
^'
^'
門
6
41
'
昏
^'
6
う

か「

が
#'
料」

(

"「

中
間
需
要」)

と
い
で
1|
'
き
^'
?'
-^
'
か
4
、
か

「

EI:

需
要」

に
よ
っ
て
I
か
に
誘
発
さ
れ
た
か
.を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
各「

原
材
料」

の

「

最
終
需
要」

別
生
産
誘
発
額
と
よ

ぶ
。
.
. 

.

輸
人
誘
発
額
に
つ
い
て
も
同
様
の
控
除
を
行
な
っ
た
が(

表
は
紙
数
の
制
約
上
省
略)
、

こ

れ

は

t
^'
M'
l
H'
^
:i
J
'A'
.
c)
'
;

 ̂
rM'
#'
屮

，
 

(
=
「

中
間
需
要」)

と
い
て
^'
能

ヤ

か

緊

が

、

「L
i
§

? '
に
n

i

w
r'
M'
栗
む
か
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
れ
は
こ
て

小
I I 1 —

計 |586,9715,845,066 367, 228 5, 955,483 705,155: 1,838,806 15, 298, 709

IV—1 1 表 「原材料
万円)
最終需要 

合 計

1,237,173 88, 769 1,992 264, 789 662,406
152, 369 216, 570 7,373 40, 230 10, 990
112,625 65,439 14, 293 184, 335 377, 904
32.840 4,808442,964 131，793 559,185
72.840 554, 99187, 250 638, 302 252,038
36,241 161，999 715, 718 248,013 322,763

423,682 134, 718 472, 084 1，192, 256 1,522, 567
436, 248 455, 022 744, 946 741,412 456,151
105, 500 163,057 292, 707 

0382, 757
39, 099 37, 587

J の最終霈要別国内生産誘発額一昭和35年 一 （10C
輪 出  
(特需を 
含む)

一 般 政 国 内 総 在 瘅  
府 消 費 固 定 資  
支 出 本 形 成 純 増
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備考産業速関表より計算。計算方法については，本文 50頁を参照。
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を
各『

原
翁
料」

の

「

最
終
需
要」

別
輸
入
誘
発
額
と
よ
ぶ
。

r 

.

.

.

.

■-
:

:

、
あ
る
-.
.,「

原
材
料」

.の

.国
内
生
産
露
額
小
計
と
、
そ

の「

原
材
料」

の
輸
入
麗
額
小
計
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
当
該
生
産
部
門
の

「

中
間
需
要」 

づ
ff
に
一
致
す
る
。
 

r

.
利
s

m

s

H

n

. 

関
表」

の「

中
間
需
要」

I

た
る
も
の
で
あ
り
、
5」

に
？

ビ
ス
部
門
が
屢 

:

o f
5

.
以
上
の
よ
ぅ
に
し
て
も
と
め
た
各「

原
材
料」

の

「

最
終
需
要」

別

塞

誘

発

額
.
輸
入
麗
額
を
基
礎
と
し
て
、
本
節
の
分

析

を

す

す

y
グ

,

な
お
力
力
る
分
析
に
は「

統
合
表」

部
門
単
位
で
I

こ
と
や
、
麗

が

「

最
終
需
要」

別
に
の
み
し
め
さ
れ
る
こ
と
等
の
良
界
が
あ

る

が

、

こ
れ
ま
で
す
す
f

た
分
析
や
、
I

表」

、
i

整
作
業
表』

の
利
用
等
に
よ
っ
で
、
擊

そ

の

変

化

の

内

容

を

撃

る
こ

と

尤

あ

.る

る
。っ
し
か
し
、
I

で
わ
れ
わ
|

自
の
方
法
に
よ
っ
て
よ
り
く
わ
し
い
i

す
す
I

ふ

g

L
よ

H

し
め
さ
れ
る
I

り
の
内
容
を
し
め
す
に
と

ど

め

る

こ

と

と

す
る
。
I

、
ご
れ
以
降
で
は「

統
合
表」

部
門
が
考

察

の

中
、し

r 充
？

！

の
で
P
本
文
中
こ
れ
|

っ
こ
っ
き
で
用
い
、「

基
本
表」

部
門
を(
基)

と
し
て
区
別
す
る
。
.
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
各 

’

部
力
な
る
部
門
の
統
合
部
門
で
あ
る
か
は「

分
析
I」

3
H-
1
総
括
表
を
参
照
さ
れ
た
.い
。

) 

'

ま

た「

康

純

増

」

に
は
種
々
の
理
由
に
よ
る
.

f
の
内
容
の「

在
庫
純
増」

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、「

在
庫
純
増」

.
や
そ
れ
こ

よ

る

醫

.

I

を
へ
た
|

_

が
|

|

。
し
た
が
f

 

i

磨

I

f

 

I

f
。
 

^

概

観

ま

ず

各

「

原
籾
和」

の

「

最
終
需
要」

別
誘
発
総
額
•
生
産
誘
発
額
•
輸
入
誘
発
額
を「

最
終
需
要」

各
項
目
別
に
小
計
し
、
そ
の 

r-
成
比
H「

原
材
和」

の

「

最
終
需
要
別
依
存
度」

を
も
と
め
、
そ
れ
ら
の
各
年
の
推
移
を
み
る
と
12
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴

s

第

一

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、「

原
材
料」

誘
発
総
額
‘
生
産
誘
発
額
.
輸
入
誘
発
額
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「

固
定
資
本
形
成」

に 

よ

る「

原
狗
S

麗

が

三

〇
年
以
降
全
く
驚
異
的
な
の
び
を
し
め
し
、
他

方「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
の
の
び
が
こ
れ
を 

は
る
か
に
下
廻
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め「

原
扨
和」

誘
発
総
額
の
う
ち「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘
発
分
の
し
め
.る
比
率=

=
「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

は
、

三
0
年
の 

二
三

•
三
〇
％
よ
り
三
五
年
三
八
•
一
九
％
、
三
八
年
三
九
.
一
.五
％ 

(

す
べ
て
時
価
、
以
下
同
様)

と
大
幅
に
上
昇
し
、

こ
れ
に
反
し「

民
間
消 

i
T乂
出
仅
存
度」

は

三

〇
年
に
は
五
一
•
九
六
％
で
あ
っ
た
の
が
、
三
五
年
、
三
八
年
に
は
三
八
％
余

へ
と
大
幅
に
下
落
し
て
い
る
。

「

原
材 

积」

の
生
産
誘
発
•
輸
入
誘
発
L
ず
れ
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
顕
著
な
変
.化
が
注
目
さ
-1

a
る
。

な

お「

家
計
外
消
費
支
出」

に
よ
る
誘
発
は
、「

原
材
料」

誘
発
全
体
に
し
め
る
比
率
は
低
い
が
、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘
発
に
つ
ぐ
高 

い
の
び
を
し
め
す
。
 

.

㈣

「
一

般
政
府
消
費
支
出」

に
よ
る
.

「

原
材
料」

誘
発
の
の
び
は
、
も
っ
と
も
低
く
、
し
た
が
っ
て

「

原
材
料」

の

「

一
I

ぼ
消
費
支
出 

依
存
度」

は
三
〇
年
以
降
急
速
に
下
落
し
て
い
る
。
 

'

A

V「

忙
出」

に
よ
る「

原
制
s
 Jit

発
は
三
八
年
に
は
三
〇
年
の
約
ニ
倍
近
く
に
の
び
て
は
い
る
が
、

こ
れ
は
平
均
の
の
び
を
か
な
り
下 

廻
る
の
で
、「

原
材
料」

誘
発
の
、
輸
出
依
存
度」——

と
く
に
輸
入
;-
1原
材
料」

誘
発
の「

輸
出
依
存
度」

は
三
〇
年
以
降
か
な
り
の
低
下
を
し 

め
し
て
い
る
。
.
こ
の
こ
と
は
、

三
〇
年
以
降
の「

原
材
料」

.誘
発
！

と
く
に「

原
材
料」

輸
入
誘
発
の
.増
大
が
、「

輸
出」

市
場
の
拡
大
に
よ 

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
0

五

三

(

七
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五)



〜 〜 〜 〜 、 年 次  

最終需要項目

実 額 '
(1 0 0万円）

3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 8 年 (35年価格）

家 計 外 消 费 支 出 20,431 57,769 85, 226 80, 806
民 間 消 赀 支 出 419,530. 614,019 907, 257 863.153
一 般 政 府 消 费 支 出 23, 920 37, 283 49, 265 47, 705
国内総固定資本形成 113,723 447,095 646, 646 666, 518
在 庫 純 増 21,494 77, 660 116,707 119, 76B
輸 出 （特需をふくむ） 141,286 230,656 267, 258 289, 080

計 740, 384 1,464, 482 2, 072, 359 2,067, 030
備考 1 ) 30年は産業計画会議の組替えによる60部門統合表，35年および38年は行政管理庁の56 

部門統合表から計算。計算の仕方は本文50頁〜52頁のとおりであるが，念のため35年 
を例にとるならば，前出IV—11表の最下撊「小計」額が，本表(b)の実額欄35年の数字 
にあたる。

2) 38年 （35年価格）にかんしては，通産省の計算による「最終需要別生産誘発額』および 

「最終需要別輸入誘発額」が発表されている（行政管理庁「昭和38年産業連関表作成作業 
報告J161頁，167頁）ので，これを利用して，「原材料」の生産•輸入誘発額を計算した。

IV—1 2 表 （a ) 最 終 需 要 別 •
年 次 実 額 (1 0 0万円）

最終需要項目 3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 8 年 (35年偭格）

家 計 外 消 我 a 出 

民 間 . 消 赀 支 出  

一 般 政 府 消 嫂 支 出  

国内総固定資本形成 

在 庫 純 増  

輸 出 （特需をふくむ）

226, 985 
4, 431,700 

353, 537 
1,987, 033 

229, 793 
• 1,299, 686

644, 740 
6, 459,085 

404, 511 
6, 402, 578 

782, 815 
2, 069, 462

931,008 
9, 010, 645 

513,112 
9,108,345  
1,134, 511 
2,568,703

826, 619 
8, 213, 374 

451,124 
9,130, 588 
1,131,496 
2, 660, 930

計 . 8, 528, 734 16, 763.191 23, 266, 324 22,414,131
備考下のニ表の合計によ って作成;。

IV —12 '表 ( b ) 最 終 需 要 別 •
年 次 実 額 (1 0 0万円） |

最終需要項目 3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 8 年 (35年価格）

家 計 外 消 赀 支 出  

民 間 消 费 支 出  

一 般 政 府 消 费 支 出  

国内総固定資本形成 

在 庫 純 増  

_輸出 . （特 需をふ■くむ）

206, 554 
4, 012,170 

329,617 
1,873,310 

208,299 
1,158,400

586,971 
5,845,066  

367,228 
5, 955, 483 

705,155 
1,838,806

845, 782 
8,103, 388 

463, 847 
8,461,699  

' 1,017, 804 
2,301，445

745, 813
7, 350,221 

403, 419
8, 464, 070 
1,011,728 
2, 371,850

計 • . 7,788, 350 15, 298, 709 21；193,965 20, 347,101
IV—1 2 表 （c ) 最 終 需 要 別 •

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
n

五

五(

七
ニ
七)

「原 材 料 j 誘 発 額 の 推 移

指 数 (30年=100) 最 終 需 袈 別 依 存 度 （％)
3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年 |38年 (3 

年価格）

100.0 
m o  
100.0 
100.0 
100.0 
100. 0

284.0
145.7 
114.4 
322. 2
340.7  
159. 2

410,2 
203. 3 
145.1 
458.4 
493.7 
197.6

2. 66 
5 1 .96 
4 .15 

23. 30 
2. 69 

15.24

3. 85 
38. 53
2.41 

3 8 .19
4. 67 

12. 35

4. 00 
38. 73 
2.21 

3 9 .15 
4. 88 

11.04

3. 69 
36.64 
2.01 

40.74 
5.05 

11.87

家 計 外 消 費 支 出  

民 間 消 費 支 出 

一 般 政 府 消 費 支 出  

国内総固定資本形成 

在 .庫 純 増  

輸 出 （特需をふぐむ）

100.0 196.5 272.8 100.00 100. 00 100.00 100. 00 計

「原 材 料 」 国 内 生 産 誘 発 額 の 推 移

指 数 （30年=  100) 最 終 需 要 別 依 存 度 (%)
3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年 38年 （35 

年価格）

100.0 
100.0 
100. 0 
100.0 
100.0 
100.0

284. 2 
145. 7
111.4 
317, 9
338.5
158,7' ...............一

409. 5 
202.0
140.7
451.7 
488.6 
198. 7

2. 65 
5 1 .52 
4. 23 

24, 05 
2. 67 

14.87

3.84  
38. 21 
2. 40 

38. 93 
4. 61 

12.02

3. 99
38. 23 
2.19

39. 93 
4  80

10. 86

3 .67 
3 6 .12 

1.98  
41.60 
4. 97 

11.66

家 計 外 消 費 支 出  

民 間 消 費 支 出 : 
一 般 政 府 消 費 支 出  

国内総固定資本形成 

在 庫 純 増  

輸 出 （特需をふぐむ）

100.0 196. 4 | 272.1 100. 00 100. 00 100. 00 100.00 計

「原 材 料 」 輸 入 誘 発 額 の 推 移

指 数 （30年=100) 最 終 需 要 別 依 存 度 （％)

1
3 0 年 3 5 年 J 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年 38年 (35 

年価格）

100. 0 282. 8 417 .1 2. 76 3. 94 4 .11 3.91 家 計 外 消 费 支 出100.0 146.4 216.3 56. 66 41 .93 43.78 41 .76 民 間 消 費 支 出100.0 155.9 206.0 I 3. 23 2. 55 2. 38 2.31 一 般 政 府 消 費 支 出100. 0 3 9 3 .1 568, 6 15. 36 30. 53 3 1 .20 32. 25 国内総固定資本形成100.0 361.3 543.0 2. 90 5. 30 5. 63 5, 79 在 庫 純 増100.0 163.3 189. 2 |
----------- { 19. 08 15. 75 12. 90 13. 99 輸 出 （特需をふくむ）

100.0 197,8 279. 9 ! 100. 00 100. 00 j 100. 00 100. 00 j 計

俯ドし袖' 、 ソ广， ム仿」邵门り巫座•称究韻およひ迎 TOJ部門の輸入誘楽 

P ば S  が, 物的原材料だけを対象としている本表とは無関

3 ) 斧 竽 ミ 型 逆 行 列 係 数 を 使 用 し た が ，如年の6o部門統合表についてはこ 
亡 て i 、ないので，独自に作成して使用した。35年および38年については行 

学表の逆行列係数表を使用した。ただし，38年のそれについては，問題があ 
るので独y の処理を行なった。これについては本稿末尾の付記 ^ ⑷を参照されたい。

五
四

, I . *



IV—1 2 表 （d ) 最終嚮要别 • 誘発「原材料」の

輸入依存度  （％)
3 0 年 3 5 年 3 8 年 38年 (35 

年価格）

家 計 外 消 費 支 出 9.00 8. 96 9 .15 9 .78
民 間 消 費 支 出 9 .47 9. 51 10.07 10. 51
一般政府消費支出 6. 77 9. 22 9. 60 10 57
国内総固定資本形成 5. 72 6. 98 7 .10 7.30
在 庫 純 増 9. 35 9. 92 10, 29 10. 58
輸出（特需をふくむ)— -̂--- -——------——:--------------------- 10. 87:----------------------------------- 11.15 10. 40 10. 86

計 8. 68 8.74 8. 91 9. 22
IV—12表(a)および(c)より作成
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そ
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固
定
資
本
形
成」
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と
し
た
国
内
市
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拡
大
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お
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轧

f
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以
上
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よ
う
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最
終
需
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別

「

原
材
料」

露
の
推
移
の
い
ち
じ
る
し
い
相
違
、
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「

原
材
料」

■

の

「

最
終
需
要
別
依
存
度」

の
顕
著
な
変
化
は
、

序
論
第
二
節
で
み
た
物
的「

最
終 

I
I

 

___
ノ 

o

-
 

9

-
 

6

-
 

a

 

n

.
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^

需
要」

各
項
目
の
の
び
の
顕
著
な
差
.
そ
の
震
比
の
大
き
な
変
化
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で
あ 

^

年

8

47
77
72
1

35
87
1

68
.

り

る

。(
「

分
析
0

」

㈠

一

八〜

九
頁
、
序
6

表
参
照)

最

輸

⑵

S

つ
ぎ
に「

原
材
料」

の
生
産
露
と
輸
入
誘
発
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
第
一
こ
注

目
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さ
れ
る
.

の
は
、
.「

固
定
資
本
形
成」

に

よ

る「

原
材
料」

誘
発
に
お
い
て
、

輸

入

麗

の

の

び

が
. 

^

費

費

|
£

純

生

産

麗

の

急

激

な

の

び

を

さ
ら
に
大

幅

に

上

廻
り
、
三

〇

年

を

|

〇

〇

と

し

て

5

年

一

一

了
 

IV

外庫體ト三

1

三
八
年
五
六
八
•
六
と
レ
う
の
び
を
し
め
し
て
ぃ
る
こ
と
で
ぁ
る
。
こ
の
た
め
輸
人 

m r

民

f

剛

在
_

騎

？

料」
の

「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

は
益
表
の
ご
と
く
三
〇
年
以
降
急
速
な
る
上

昇

を
 

■

の

輸

入

る

。

し
め
し
て
い
る
し
、
靈

の

ご

と

く

「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た「

原
材
料」

m

k

f'
o

年

以

降

層

資

本

形

成」

の
飛
躍
的
増
大
I

、「

遷

資

本

形

成」

の「

原
材
料」

誘
発
が
急
激
に
増

加

す

る
過 

I t

. 

f

f

の

崖

も
I

し
た
が
、
そ
れ
以
上
S

人
が
増
大
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
T

I

に
価
す
る
0 

を
主
た
る
原
因
と
し
て
、
三
〇
年
以
降
、「

原
材
料」

全
体
の
輸
入
依
存
度
は
寧
な
が
ら
上
学
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ふ

て

」

ネ

こt

ぎ̂

方

雲

出

」

、「

家
計
外
消
費
支
出」

に

よ

る「

原
材
料」

誘
発
で
は
、
輸
入
誘
発
の
の
.び
は
生
産
誘
発
を
わ
ず
か
に
上
廻
る 

き
f

の

て

こ

れ

ら

に

よ

る

露

「

原
材
料」

の
輸
入
依
存
度
は
わ
ず
か
だ
け
上
昇
し
て
い

る

。

な
お
本
節
の
分
析
で
は
、
迂
回
生
産
の
諸
段
階
に
あ
る「

原
材
料」

に
お
い
て
は
生
囊
.

8
額
S

複
計
算
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て 

生
産
茼
門
の
分||
.
統
合
の
方
法
い
か
ん
に
よ
っ
て

「

原
材
料」

の
生
産
額
.需
要
額
は
異
な
る
額
と
し
て
し
め
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る 

( 「

分
析
I
J
㈠六
ニ
ー
五
頁
参
照

)

。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
年
に
つ
い
て
、
各

「

最
終
需
要」

に
よ
る
生
産
誘
発
額
の
犬
い
さ
や
輸
入
依
存
度
の
高
さ
を
比
較
す
る 

こ
と
そ
れ
自
体
に
1
義
.を
見
'{
±5す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
分
析
上
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
部
門
の
分
割
•
統
合
が
同
一
で
あ
る
本
節
の
統
計
資
料
の 

も
と
で
、
各
年
に
わ
た
っ
て
の
各「

最
終
需
要」

別
生
産
誘
発
額
の
の
び
率
の
斯
於
、「

最
終
需
要
依
存
度」

の
^'
ル
、
輸
入
依
存
度
の
*'
心
に
か
ぎ
ら
れ
る
。

.「

固
定
資
本
形
成」

に

よ

る「

原
材
料」

誘
発
の
品
目
別
推
移

⑴
：
生
產
誘
発

-「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る

「

原
材
料」

生
産
誘
発
は
す
で
に
み
た
よ
う
な

驚
異
的
増
大
を
し
め
し
て
い
る
が
、
そ
の
品

目
別
推
移
を
み
る
と
、

13
表
の
ご
と
く
、

生
産
誘
発
の
品
目
別
推
移
に
き
わ
め
て

顕
著
な
差
異
が
あ
り
、「

固
定
賢
本
形
成」

に
よ
る

「

原
材
料」 

生
産
誘
発
の
^

_
|̂
.構
成
比
も
大
き
な
変
化
を
し
め
し
て
い

.
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

W

「

鉄
鋼
一
次
製
品」

、
.「

銑
鉄

.
粗
鋼」

は
、.「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
生
産
誘
発
全
体
の
う
ち
で
き
わ
め
て
高
い
構
成
比
を
し
め
る
も
の 

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
生
産
誘
発
は
、
全
体
の
の
び
と
ほ
ぼ
ひ
と
し
い
•
高
い
の
び
を
し
め
し
て
い
る
。

(P
)

:「

一
般
機
械」

、「

霜
気
機
械」

、「

金
属
製
品」

.、
-!
輸
送
機
械」

の
生
産
誘
発
は
、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
生
産
誘
発
全
体
の
顕
著
な
の 

び
を
さ
ら
に
は
る
か
に
上
廻
る
の
び
を
し
め
し
、
こ
れ
ら
の
構
成
比
は
三
〇
年
以
降
い
ず
れ
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
機
械
関
係
の
誘
発 

の

激
増
に
は「

一
般
機
械」

の
な
か
の「

原
動
機
•
ボ
ィ
ラ
ー」

(

.基)

、「

機
械
沉
用
部
品」

(

基)

等

や「

電
気
機
械」

の
な
か
の『

送
配
爾
機 

器』

、『

電
動
機』

、『

電
線
•ヶ
I
ブ
ル』

等
の
生
産
が
機
械
や
建
設
の「

固
定
資
本
形
成」

の
急
激
な
増
大
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
の
と
と
も
に
、
 

避
械
部
門
に
は
機
械
完
成
体
と
と
も
に
当
該
機
械
部
品
が
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
部
品
生
産
の
誘
発
の
増
加
が
ふ
く
ま
'れ
て
い
る
。

(

な
お
、
こ
の
機
械「

原
材
料」

の
誘
発
に
は
、
機
械
^.
産
の
た
め
の
部
品
，
構
成
物
.の
誘
発
の
ほ
か
に
、「

固
定
資
本」

財
生
産
部
門
や「

固
定
資
本
形
成」

に 

よ
る
誘
発「

原
材
料」

生
産
部
門
に
お
け
る
機
械
修
理
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
占〖

注
意
さ
れ
た
い
。

)

W

こ
の
ほ
か
、
第
一
節
で
み
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
石
油
系
化
学
原
材
料
の
進
出
を
反
映
し
て
、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る「

石
汕
製
品」 

日
沐
資
本
主
義
の
'再
生
産
構
造
分
析
試
論

n

 

_ 

■ 

五

匕

(

七
.

一一.九)



181,262 351,125
36, 544 73, 508
36, 862 64, 665
26, 524 108,770

203, 677 379,114
33, 895 132, 300
20, 391 84, 586

\ 40, 653 141,157 
22, 675

22,328 133, 445
22, 830 82,139

132, 703 339, 500
195, 488 701,908
301,287 1,011,737
84, 817 239, 216
86, 613 315, 755
87, 216 481,315
79, 927 469,174
38, 527 212, 786
9, 082 70, 788

34, 067 120,727
198, 617 419,093

484, 496 367, 428
66,463 79, 000
92,421 94, 217

112, 849 113, 032
493,160 452, 998
231,744 229, 566
134, 445 155,188
235, 929 272, 078
31,852 32, 312

249, 725 259, 391
99, 276 103, 581

489, 872 471,969
879, 964 938. 734

1,308, 880 1,407, 533
323,160 327, 966
489, 730 471,651
712, 374 723,074
695,344 696, 675
337, 717 338, 356
168,941 174,553
198, 998 180, 534
624, 359 574,240

IV—1 3 表 (a) 「固定資本形成J丨こよる「原材料J国内生産誘発の品目別推移—— 実額

(100万円）

3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 8 年 (35年価格）

30, 217 
31，853 
17,109
43, 326 
25, 985 
47,045 
22, 035 
14, 234

52
22, 040 
70, 863 
42, 052 
29, 658 
5, 732

44, 894
447, 095

29, 009 
71,461 
23, 569 
69, 284 
32, 054 
86, 890 
28,060 
20,130 

257 
40, 238 
57, 253 
42, 400 
51,564 
21，173 
73, 304

646, 646

1

0

^

6

3

7

5

8

7

2

1

7

5

0

1

8

^

8

 

9

9

2

6

4

2

4

 

7
 

8

5

7

2

0

4

6

1

 

4

1

5

7

5

8

2

3

2

3

3

9

2

0

3

 

一
 

5

^

>3
,

2

-
>9
, 

3

,
 

0
0
,

 

7

^
 

4

»
 

3

,
 

2

,
 

2

,
 

2
J 
L

,
 

6

>
 

3

5

2

6

3

9

2

2

 

4
 

6
 

4
 

5
 

2
 

7
 

6

6

5
 

6
 

6
 

1
 

7
 

6
 

7

0
 

2
 

2
 

1

8

 
4
 

5

2
 

1

3

 
5
 

7
 

5
 

8

1
 

8
 

1

3

 

6
 

1

1

1
 

1

113, 723

合 計 1,873,310 5,955,483 8,461,699 8,464, 076

IV—1 4 表 (a) 「固定資本形成 j による「原材料」輸入誘発の品目別推移一一実額 

— 一 - —  (100 万円）

3 0 年 3 8 年 3 8 年 (35年価格)

林 業

石 炭 • 3 1 1 炭 

そ の 他 の 鉱 業  

織 物 •その他の繊維製品 

製 材 • 木 製 品

パ ノ レ プ . 紙 

コ ム 製 ■ 品

蕋 礎 化 学 薬 品  

化 学 織 維 原 料  

石 油 製 品  

石 炭 製 品  

窯 業 • 土 石 製 品  

銑 鉄 ♦粗 • 鋼  

鉄 鋼 一 次 製 品  

非 鉄 金 属 一 次 製 品  

金 属 ，製 品  

一 般 機 械  

電 _ . 気 機 械  

輪 送 . 機 械  

そ の 他 の 製 造 業  

電 力

そ の 他 小 計

169
01
33

43<
llz
88]

12,
10,
4,

10,
8,
8,

14,

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
n

物
業
炭
石
石
ス
業
品
料
品
鋼
品
械
械
計

■ 

鉱

ガ

鉱

薬

原

_

卜

f
 

作

亜

属

然

の

.
学
維
製
粗
、

1

機
機

芸

炭
金
ヴ
他
化
戡
油
鉄
ジ
気

鉄

油

の

礎

学

鉄

..の
 

エ
林
石
鉄
非
原
そ
銮
化
石
銑
非
ー
笟
そ五

九

(

七
三
一

)

i v - 13 _  同 左 一 構 筇

— ：.
3 0 年 3 5 年 3 3 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

林 業 100.0 193.7 267. 3 9. 68 5. 90 5.73
石 炭 . 亚 炭  

そ の 他 の 鉱 業
100. 0 
100.0

201.1 
175. 4

181.9 
150: 7

1.95 
1 .97

. 1 . 23 
1.09

0. 79 
1:09 
1 .33織 物 •その他の繊維製品 100. 0 410.1 425.5 1.42 1.83

製 材 • 木 製 品 100.0 186.1 242.1 10. 87 6. 37 5.83
パ ル プ . 紙 100. 0 390. 3 683.7 1.81 2. 22 2. 74
ゴ ム 製 • 品 100.0 414.8 659.3 1.09 1.42 1.59
驻 礎 化 学 薬 • 品 }100 . 0
化 学 繊 維 原 料

403.0 658.7 ；2 .17 2.37 2. 79
石 仙 製 品 100.0 597.7 1 ,118.4 1，19

0. 38 
2. 24

0.38 
2. 95

石 炭 製 品 100. 0 359.8 434.8 1.22 1 .38 1 .17
窯 業 • 土 石 製 品 100.0 255.8 369.1 7. 08 5. 70 5. 79
銑 鉄 • 粗 鋼 - 100. 0 359.1 450.1 10. 44 11.79 10. 40
鉄 鋼 一 次 製 品 100.0 335, 8 434.4 16.08 16. 99 15. 47
非鉄金属一次製品 100. 0 282.0 381.0 4. 53 4. 02 3.82
金 厲 製 品 100. 0 364. 6 565. 4 4. 62 . 5. 30 5. 79
一 般 機 械 100.0 551.9 816.8 4.66 8. 08 8. 42
電 気 機 _械_ _ 100.0 587.0 870.0 4.27 7.88 8. 22
輪 送 •機 . 械 100.0 552. 3 876,6 2.06 3. 57 3. 99
そ の 他 の 製 造 業 100. 0 779.4 1,860. 2 . 0 .  48 1 .19 2. 00
電 力 100. 0 354. 4 584.1 1.82 1 2. 03 2. 35
そ の 他 小 計 100.0 211，0 314, 4 10. 60 7. 04 7. 38
合 計 100.0 317.9 451.7 100. 00 100. 00 100, 00

品 ^ ^ ^ s 胸 4 表 ⑷ 同 左 ， 構 ⑶

100. 00 100.00

3 5 年 3 8 年
3 0 年 3 5 年 3 8 年

100.0 233.0 223, 7100.0 315.3 707.5100.0 414.0 570.3100.0 415.0 663.7100.0 320.2 395.0100. 0 529.7 978.4100,0 149.6 190.5
100.0 1,185, 6 1,691,9
100.0 271.2 495.2100,0 625. 7 505.5100.0 1 ,197. 7 1,207. 6100.0 437.0 759.7100.0 370.8 1,369. 5100. 0 378.6 618. 2
100. 0 1 393,1 568.6
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ふ
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:

五
八

(

七三〇

}

.

鉱

ガ

鉱

薬

原

 ヽ

f

11
1

夂
M

然
の
学
維
製
粗
'一
機
機
づ 

芸
炭
金
ザ
他
化
繊

1

|

他

 

鉄
油
の
礎
学
■

の

 

エ林石鉄非原そ®化石銑非一電そ
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六
〇

(

七
三
ニ)

の
生
産
雪
が
驚
異
的
増
加
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で

あ

る

。.
.

U

礎
化
学
薬
品
i

繊
維
原
料」

( 「

基

簾

薬

品

」

中
心)

の
生
産
誘
発
も
顕
著
な
の
び
を
し

め

し

て

、
る

。

u
 

U上
の
諸「

原
材
料」

唐
の
顕
著
な
の
び
に
反
し
て
、「

製
材

•
木
製
品」

、

I

は
三
〇
年
に
よ「

固
定
I

s

こ
ょ
る 

「

I

料」

生
産
誘
発
の
ぅ
ち
で
い
ず
れ
も「

鎌
鉄

•
粗
鋼

」

と
同
じ
一
〇
％
前後をし、

"

i

n

s」

に
よ
る 

を
し
め
し
、
構
成
比
が
大
I

落
し
た
の
I

f

。
こ

れ

ら

の

「

醫

I

I

そ
の
s

i

寧

廻

る

の

び
 

木
に
よ
る
證
で
あ
り
V
か
か
る
頃
き

J

 
一
 

I

み

I

築
れ
h

固
定
資
本
I

」

に
I

誘
発
の
中
心
は
建
築(

住
宅
ふ
く
む)

• 
土 

幻

輸

入

l

l

l

i
こ

1

「

節

て

み
ナ
建
築
-
土
木
に
お
け
る
原
材
料
投
入
構
成
比
の
顕
著
な
変
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
 

f

L r
r

u

p

y

 

誘

発

I

t
 |
上

W

ま
ず
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
'
 
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
に
依
存
す
る「

2

 

ガ
ス
ニ
s

、
c
、「

靈

雰

，

露
が
三
八
年
に
は
三
〇
年
の
|
〇
倍
茳
く
こ
激

増

ノ、

「
固
定
f

l

 

-

-

て

固

定

資

本

形

成」

に
よ
る
輸
入 

%
よ
り
三
1

5

 

f

、
: c
w

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
輸
入
麗
全
体
に
し
め
る
構
成
比
が
三
〇
年
の
七
•
八 

一.
 

三
五
年
5
 

•五1
1
%

三
八
年
.

一

三

•
四
四
％

へ
と
急
上
昇
し
て
い
る
こ

と

で

あ

る

。

 

.

し

麵

 

1

1

1

.

1

、

'

麗

」

に

お

し

て「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
輸
入
誘
発
が
、

他
の
要
因
に
よ
る
誘
発
と
異
な
つ
て
高
い
の
び
を
し
^

て 

-

る

の

は

こ
こ
に
は
鉄
鋼
原
料
炭
の
輸
入
誘
発
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

. 

て
卜
の
ひ
を
し
め
し
て

M

「

鎌
鉄

•
粗
鋼」

は
、
生

産

露

と
同
様
、「

遷

資

本

形
成」

に

よ

る「

原
材
料」

雙
麗
全
体
の
ぅ
ち
で
高
い
構
成
比
を
し
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
の
び
も
高
い
が
、
輸
入
誘
発
の
中
心
は
輸
入
依
存
度
の
高
い「

鉄
屑」

(

基)

で
あ
る
。
さ
ら
に
三
五
年
に
はr

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘
発
需
要
の
激
増
に
よ
り
、「

銑
鉄」

の
輸
入
誘
発
額
も
高
い
の
び
を
し
め
し
、
こ
の
た
め「

固
定
資
本
形
成」
に
よ
っ
て
誘
発
さ
吮
た 

「

銑
鉄

•
粗
鋼」

全
体
の
輸
入
依
存
度
は
三
〇
年
五

•
五
％

、

三

五

年

九

ニ

ー

％

、

三

八

年

六

• 
一
%
と
変
動
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
輸
入 

誘
発
に
つ
い
て
は「

就
鉄」

と

「

鉄
屑」

を
区
別
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
第
三
節
で
明
ら
か
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

㈡

「

林
業」

で
は
、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘
発
総
額
の
の
び
は
、
平
均
を
は
る
か
に
下
廻
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「

林
業」
の
輸
入
誘 

発
は
急
激
に
の
び
、
構
成
比
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

辦

「

石
油
製
品」

は
輸
入
誘
発
で
も
か
な
り
の
構
成
比
を
し
め
、

い
の
び
を
し
め
し
て
い
る
が
、

し
か
し「

石
油
製
品」

の
国
産
化
に
よ 

り
、
こ
の
輸
入
誘
発
の
の
び
は
す
で
に
み
た
生
産
誘
発
の
の
び
を
は
る
か
に
下
廻
っ
て
お
り
、「

石
汕
製
品」

の
輸
入
依
存
度
が
三

〇

年
の
ニ

六
•

七
％
よ
り
三
五
年
、
三
八
年
に
は
一
六
％
余
べ
低
下
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

.

卜
こ
の
ほ
か

「

自
鉄
金
属
ー
次

&
品」

「

一
般
機
械」

「

電
気
機
械」

等
で
も
、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
輸
入
誘
発
の
き
わ
め
て
顕
著 

な
の
び
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
激
増
の
内
容
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
不
明
確
で
あ
っ
て
、
第
三
節
で
品
目
別
に
み
る
必
要
が
あ
る
。

.

S

以
上
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
品
目
が
き
わ
め
て
顕
著
な
の
び
を
し
め
し
た
の
に
反
し
、「

エ
芸
作
物」

「

そ
の
他
の
鉱
業」

の

「

固
定
資
本 

开
成」

に
よ
る
^
?入
^
発
は
平
^
を
は
る
か
に
下
廻
る
の
び
で
あ
っ
た
た
め
、
三
0
年
に
は
い
ず
れ
も
一
一〜

一
三
％
か
高
い
構
成
比
を
し
め
て 

た
の
が
三
八
年
に
は
四

•
五
％
海
に
大
幅
に
低
下
し
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
も
種
々
の
原
材
料
を
ふ
く
む
部
門
で
あ
る
の 

で
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
そ
の
内
容
や
原
因
は
，不
明
で
あ
る
。
 

.

. 

'

 

「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
の
品
目
別
推
移

「

民
間
消
費
支
出」

に

よ

る「

原
材
料」

誘
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
な
か
に
.「

民
間
消
費」

.に 

よ
る
サ
I
ビ
ス
需
要
を
媒
介
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
利
用
す
る
流
動
的
資
材
や
そ
の
誘
発
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
間
題
が
大
.き
い
こ
と 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
n 

. 

卞1
(

七
主
三)

.



IV—1 5 表 「民 間 消 费 支 出 J に よ る 「原 材 料 」

実 額 (1 0 0万円）

3 0 年 3 5 年 3 8 年
3 8 年 (35年価格)

一 ， 般 作 . . 物 971,307 1,077,060 1,339, 670 1,100, 865 i
そ の 他 9 畜 産 • 養 蚕 200, 305 199,654 348,285 296,155 丨

林 業 150, 586 193,723 241,843 176,015 |
漁 業 52, 705 104,476 150,879 119,597 J
右 炭 • 亜 炭 85,152 85, 543 64,408 78,687 |
屠 殺 • 肉 • 酪 農 品 19, 444 47, 386 77,646 71,315
m 穀 • 製 粉 119,235 141,769 146, 319 138,467
そ の 他 の 食 料 品 158, 582 284, 863 418, 526 392,407 |
天 - 然 織 維 紡 辑 189, 335 240,185 295,285 259,544 j
化 学 繊 維 紡 績 33, 344 71,492 103,710 97, 397
織物.その他の繊維製品 172, 448 283,134 343, 842 328,708
製 材 • 木 製 品 85, 477 113, 878 152, 284 132, 847
パ ル " プ •，紙 199, 967 313,935 526, 838 464, 527
印 刷 • 出 版 124, 520 132, 226 234,113 177, 557
迤 礎 化 学 薬 品 |  303,414 351,124 481,342 533, 951
化 学 繊 維 原 料 127, 248 228, 391 217,753 j
そ の 他 の 化 学 製 品 104,138 174, 240 295, 890 263,118 ||
石 油 製 品 63, 660 187, 858 290, 577 291,983 丨

銑 鉄 • 粗 鋼 92.948 153, 453 180,589 189,548 j
鉄 • _鋼 一 _次 製 品 118, 240 207, 694 254,053 266,759 1
非 鉄 金 属 一 次 製 品 47,788 85,130 112, 349 108,979
金 属 ： 製 品 48, 022 87, 878- 117, 587 113, 252
一 般 機 械 58, 787 116, 954 188,219 182,860 1
m 気 機 械 51,129 133,573 189,116 163, 945
m 送 機 械 72, 395 137, 228 188,686 181,946
そ の 他 の 製 造 業 22. 200 54, 830 73,857 76,792 !
M  ガ 92,660 153, 311 228,938 • 201,996 丨

そ の 他 小 計 . 374,382 585, 221 830,146 7 2 3 ,2 5 1 丨

合 計 4, 012,170 5, 845, 066 8,103,388 7,350, 221 |

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分析試論

I

n

六
三

(

七三五

)

国 :内生産誘発の品目別推移

指 数 （30年= 100) 構 成 比 (%)
3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

100.0 110.9 137. 9 24. 21 18. 43 16. 53 一 般 作 物

100.0 99. 7 173.9 4.99 3. 42 4. 30 そ の 他 の 畜 産 • 養 蚕

100.0 128.6 160.6 3. 75 3,31 2. 98 林 ' • 業

100.0 198.2 286,3 1.31 1.79 1.86 漁 業

100. 0 100.5 75.6 2 .12 1,46 0.79 石 炭 • 亜 炭

100.0 243.7 399.3 0. 48 0.81 0.96 屠 殺 • 肉 • 酷 農 品

100.0 118.9 122.7 2.97 2.43 1.81 精 榖 • 製 粉

100.0 179.6 263. 9 3. 95 4 .87 5 .16 そ の 他 の 食 料 品

100.0 126.9 156.0 4. 72 4 .11 3. 64 天 鈦 繊 維 紡 績

100.0 214.4 311.0 0.83 1.22 1 .28 化 学 織 維 紡 績

100.0 164.2 199.4 4. 30 4 .84 4. 24 織物•その他の繊維製品

100. 0 133.2 178.2 2 .13 1.95 1 .88 製 材 • 木 製 品

100.0 157.0 263.5 4. 98 5 .37 6. 50 パ ノ レ プ • 紙 .
100.0 106. 2 188. 0 3 .10 2. 26 2. 89 印 刷 • 出 _ 版

1 1 6.01 5. 94 基 礎 化 学 薬 品
\ 100.0 157.7 233. 9 \  7 .56
1 J 2 .18 2. 82 化 学 織 維 原 料

100.0 167.3 284.1 2. 60 2. 98 3. 65 そ の 他 の 化 学 薬 品

100.0 295.1 456.5 1 .59 3.21 3.59 石 油 製 品

100.0 165.1 194.3 2. 32 2 .63 2. 23 銑 鉄 • 粗 鋼

100.0 175.7 214.9 2.95 3. 55 3:14 鉄 銅 一 次 製 品

100.0 178.1 235.1 1 .19 1.46 1 .39 非 鉄 金 属 一 次 製 品

100.0 183.0 244.9 1 .20 1.50 1.45 _金 厲 製 . 品

100.0 198.9 320.2 1.47 2.00 2. 32 一 般 機 械

100.0 261.2 369.9 1.27 2. 29 2.33 ' 電 気 機 械

100.0 189.6 260.6 1.81 2. 35 2. 33 輸 送 機 械

100.0 247.0 332.7 0. 55 0 .94 0. 91 そ の 他 の 製 造 業

100.0 165.5 247.1 2.31 2 .62 2.83 電 力

100.0 156.3 221.7 9.33 10.01 10. 24 そ の 他 小 計

100.0 145.7 202.0 100.00 100.00 100.00 合 計
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(

第
四
章
参
照)

、
ま
た
消
費
手
段
と
そ
の
原
材
料
の
生
産
部
門
、

さ
ら
に
は
サ
ー
ビ
ス
部
門(

一
部)

の
機
械
修
理
•
建
設
補
修
や
そ
の
原
材
料
の 

誘
発
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

.

.
，

⑴

生
産
誘
発——

S
「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る「

原
材
料」

生
産
誘
発
の
品
目
別
推
移
に
つ
い
て
、
第
一
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
全
体 

の
ぅ
ち
で
三
〇
年
に
は
ニ
四
*

ニ 
％
を
も
し
め
.て
い
た「

二
般
作
物」

の
生
産
誘
発
が
停
滞
を
し
め
し
、
三
八
年
に
は
一
六
•
五
三
％

へ
と
大 

幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。

W

こ
れ
に
反
し
食
料
品
関
係
で
は「

そ
の
他
の
食
料
品」

の
生
産
誘
発
が
高
い
の
び
を
し
め
し
、
全
体
に
し
め
る
構
成
比
も
か
な
り
の
高
さ 

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
構
成
比
は
低
い
が「

屠

殺

•
肉
製
品」

、「

漁
業」

の

「

原
材
料」

と
し
て
の
生
産
誘
発
の
の
び
が
高
い
。
こ
れ
ら
は
、
第 

一
章
で
み
た
食
料
品
の
加
工
化
の
進
展
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

M

繊
維
関
係
の「

原
材
料」

生
産
誘
発
で
は
、
第
一
節
で
み
た
原
材
料
の
急
速
な
る
代
替
を
反
映
し
て
、

「

天
然
繊
維
紡
績」

と

「

化
学
繊 

維
妨
績」

と
の
の
び
が
大
き
な
開
き
を
も
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

㈡

他
方
、「

石
.汕
製
品」

は
、「

民
間
消
費
支
出」

.
に
よ
る
.「

原
材
料」

生
産
誘
発
に
お
い
て
も
、
顕
著
な
の
び
を
し
め
し
て
い
る
が
、
こ
れ 

は
合
成
織
雜
•
合
威
樹
脂
系
消
費
手
段
の
原
材
料
と
し
て
の「

石
汕
製
品」

の
生
産
誘
発
の
増
大
と
、
消
費
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
•
生
産
部
門 

に
お
け
る
エ
ネ
ル

—̂

転
換
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
'-
.石
炭•

亚
炭」

の
生
産
誘
発
が
絶
対
的
減
少
を
し
め
し
て
い
る
の
が
対
照
的
で
あ
る
。

闲

「

驻
礎
化
学
薬
品
.
化
学
趴
_
原
料」

、「

そ
の
他
の
化
学
製
品」

.は
、「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る「

原
材
料」

生
産
誘
発
全
体
の
な
か
で 

か
な
り
の
比
重
を
し
め
、
そ
の
構
成
比
も
上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
種
々
の
消
費
手
段
の
各
種
原
材
料
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内 

容
は
第
三
節
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

X

鉄
鋼

.

1
関
係
で
も
、「

民
間
消
費
支
出」

に

よ

る「

原
材
料」

生
産
誘
発
が
、
平
均
を
か
な
り
上
廻
る
の
び
を
し
め
し
て
い
る
の
が 

日
本
资
本
主
義
の
洱
生
産
構
造
分
析
試
論
1
=
1 

六
五
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IV—1 6 表 （a) 「民間消费支出」による「原材料」輸入誘発の品目別推移—— 実額

(100万円）

IV —1 6 表 （b) 同 上 指 数  IV—1 6 表 （c) 同上  構成比

(30 年=100) (%)

3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 8 年 (35年価格）

一 般 作 物 95,099 100,030 169, 231 153, 585
エ 芸 作 物 149, 558 143, 831 170, 598 166, 081
繊 維 用 畜 産 33,711 50,188 72,720 59,937
林 業 8, 392 17, 574 35, 670 25, 484
石 炭 • 亚 炭 9,631 19, 910 22, 841 22, 437
鉄 鉱 石 5, 276 8,588 13,380 13, 477
非 鉄 金 属 鉱 石 4,560 10,176 12,183 12,448
原 油 • 天 然 ガ ス 28,801 73, 632 132,616 133,767
そ の 他 の 食 料 品 1,405 25, 537 48, 327 41,470
パ ノ レ プ • 紙 3, 702 5, 936 14, 754 14, 216
基 礎 化 学 薬 品 }  8,990 35,407 41,070 47, 839
化 学 織 維 原 料 293 1,846 1,898
その他の化学製品 2,589 18, 761 25, 682 24,116
石 油 製 品 23,170 31,027 46,821 48, 797
銑 鉄 • 粗 鋼 5, 386 15, 492 11,750 13,605
非鉄金属一次製品 1,978 14, 965 14,740 14,263
そ の 他 小 計 37, 282 42, 672 73,028 69,733
合 計 419, 530 614,019 907, 257’ 863,153

3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

一 般 作 物 100.0 105. 2 178.0 22. 67 16. 29 18. 65
工 芸 作 物 100.0 96.2 114.1 35. 65 23.42 18. 80
繊 維 用 畜 産 100.0 148.9 215.7 8. 04 8 .17 8.02
林 業 100.0 209. 4 425.0 2.00 2. 86 3. 93
石 炭 • 亜 炭 100.0 206. 7 237. 2 2. 30 3.24 2.52
鉄 鉱 石 100.0 162.8 253.6 1,26 1.40 1.47
非 鉄 金 属 鉱 石 1.09 1.66 1.34
原 油 • 天 然 ガ ス 100. 0 255.7 460.5 6, 87 11.99 14. 62
そ の 他 の 食 料 品 100.0 1,817.6 3, 439.6 0 .30 4 .16 5. 33
パ ル プ • 紙 0. 88 0. 97 1.63
基 礎 化 学 薬 品 h 100.0 397.1 477,4 1 2.14 5. 77 4. 53
化 学 繊 維 原 料 J / 0. 05 0. 20
その他の化学製品 100.0 724, 6 992,0 0. 62 3. 06 2 .83
石 油 製 品 100.0 133.9 202,1 5.52 5. 05 5 .16
銑 鉄 • 粗 鋼 100.0 287.6 218.2 1.28 2. 52 1.30
非鉄金属一次製品 100.0 756.6 745. 2 0. 47 2. 44 1.62
そ の 他 小 計 100.0 114.5 195.9 8.89 6. 95 8 .05
合 計 100.0 146.4 216.3 100. 00 100. 00 100.00

六
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注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
耐
久
消
費
手
段
の
.増
大
に
よ
る
原
材
料
の
生
産
誘
発
の
ほ
か
に
、
す
で
に
注
意
し
た
機
械
修
理
や
そ
の
.原
材
料
も
ふ 

.く
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
耐
久
消
費
手
段
と
機
械
修
理
と
を
区
別
し
て
分
析
す
る
第
三
節
で
問
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ 

る
。⑵

輸
入
誘
発
—

「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
で
は
、
全
体
と
し
て
そ
の
輸
入
奋
存
度
が
高
い
が
、
輸
入
誘
発
の
品
H
別
推 

移
を
み
る
と
、
こ
こ
で
も
輸
入
の
大
部
分
が
い
わ
ゆ
る
素
原
料
で
あ
り
、
そ
の
品
目
別
構
成
が
大
き
な
変
化
を
し
め
し
て
い
る
の
が
注on

さ
れ
る
。

S

第
一
に
注
目
さ
れ
る
変
化
は
、
こ
こ
で
も

「

原
油

•
天
然
ガ
ス」

の
輸
入
誘
発
が
き
わ
め
て
顕
著
な
の
び
を
し
め
し
、「

民
間
消
費
支
出」 

に
よ
る「

原
材
料」

輸
入
誘
発
に
し
め
る
そ
の
構
成
比
が
三
◦
年

の

六

，
八

七

％

よ

り

、

三

五

年

一

一

，
九
九
％

、
三
八
年
一
四
•
六
ニ
％

へ
と 

急
速
に
上
畀
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

.
㈣

化
学
関
係「

原
材
料」

の
輸
入
誘
発
も
、
生
産
誘
発
を
上
廻
る
の
び
を
し
め
し
、
全
体
の
な
か
で
し
め
る
構
成
比
も
か
な
り
大
幅
に
上
昇 

し
て
い
る

o

H

こ
れ
ら
に
反
し
、
従

来「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
る「

原
材
料」

輸
入
誘
発
の
ぅ
ち
で
き
わ
め
て
高
い
比
重
を
し
め
て
い
た「

工
芸
作 

物」

’「

一
般
作
物」

め
輸
入
誘
発
の
の
び
が
停
滞
し
、
こ
れ
ら
の
構
成
比
が
大
幅
に
低
下
し
た
の
が
対
照
的
な
変
化
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
と
く 

に

「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
るr

工
芸
作
物」

の
輸
入
誘
発
は
全
く
の
停
滞
を
つ
づ
け
、
そ
の
構
成
比
.は
三
〇
年
の
三
五
.
.六
五
％
よ
り
、
三
五 

年
二
三
•
四
ニ 
％
、
三
八
年
一
八
•
<〇
％
と
激
減
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
第
一
節
で
み
た
原
材
料
代
替
を
反
映
し
た『

綿
花』

の
| |

入
罾
 ̂

の
停
滞
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「

繊
維
用
畜
産」

( 『

羊
毛』
中
心)

だ
け
が
、
第
一
章
で
み
た
毛
織
物
関
係
の
生
産
の
塯
大
を
反 

映
し
て
、「

民
間
消
費
支
出」

.に
よ
る
輸
入
誘
発
の
ぅ
ち
八
％
余
の
構
成
比
を
保
っ
て
い
る
。

㈡

食
料
品
関
係
で
は
、
加
工
食
料
品
の
増
大
と
対
応
し
、「

そ
の
他
の
食
料
品」

の
輸
入
誘
発
が
急
激
に
増
加
し
、
構
成
比
が
急
上
昇
し
て 

い
る
の
が
例
外
的
に
注
目
さ
れ
る
。
.

(

た
だ
し
、
35

年

.3 8

年
表
で「

そ
の
他
の
食
料
品」

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
多
額
の
輸
入『

含
蜜
糖』

が
、
30

年
表
で
は
、

「

工
芸
作
物」

に
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の「

そ
の
他
の
食
料
品」

の
輸
入
誘
発
の
急
上
昇
は
相
当
割
引
く
必
要
が
あ
る
し
、
㈧

の

「

工
芸
作 

物」

.の
輸
入
誘
発
の
停
滞
も
割
引
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
第
三
節
で
は
部
門
分
類
を
統
一
す
る
た
め
組
み
'#
え
を
し
て
推
計
し
た
。)

「

輸
出」

.

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
の
品
目
別
推
移

⑴

生
産
誘
発

——
S

「

輸
出」

に
よ
る

「

原
林
料」

生
産
誘
発
の
品

E

別
推
移
に
お
い
て
第
一
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

第
一
章
で
み
た
. 

天
然
繊
維
織
物
の
輸
出
の
停
滞
を
反
映
し
て
、「

天
然
繊
維
紡
績」

や

「

そ
の
他
の
畜
産
•

養
蚕」

の

「

輸
出」

に
よ
る
生
産
誘
発
が
停
滞
•
絶
対 

的
減
少
を
し
め
し
、
全
体
に
し
め
る
そ
の
構
成
比
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「

天
然
繊
維
紡
績」

は
、
三
〇
年
に
は「

輸
出」

に
よ
る

「
原 

材
料」

生
産
誘
発
全
体
の
九

•

三
七
％
を
し
め
て
い
た
が
、
三
五
年
に
は
六
•

五
一
％
、
三
八
年
に
は
四
.
.
三 

一
％
と
、
.急
激
に
そ
の
比
重
の
低 

下
を
み
て
い
る
。

W

こ
れ
に
反
し
、「

電
気
機
械」

、「

一
般
機
械」

、.「

輸
送
機
械」

に
お
い
て
は
、

第
一
章
第
二
章
で
み
た
耐
久
消
費
手
段
、

輸

送

用

機

の 

輸
出
の
飛
躍
的
増
大
と
対
応
し
て
、「

輸
出」

に

よ

る「

原
材
^

:」
(

各
種
部
品)

生
産
誘
発
が
き
わ
め
て
高
い
の
び
を
し
め
し
、
全
体
に
し
め
る 

こ
れ
ら
の
構
成
比
も
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
の
が
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
関
連
し
、「

銑

鉄
»

粗
鋼」

の

「

輸
出」

に
よ
る
生
産
誘
発
は
三 

〇
年
以
降
全
体
の一

四
％
前
後
の
構
成
比
を
し
め
つ
づ
け
、「

鉄
鋼
.

一
次
製
品」

、「

非
鉄
金
属
一
次
製
品」

の
構
成
比
も
若
干
上
昇
し
.

て
い
る
。

M

ま

た

「

石
油
製
品」

は
、「

輸
出」

に
よ
る

「

原
材
料」

生
産
誘
発
に
お
い
て
も
顕
著
な
の
び
を
し
め
し
、

全
体
に
し
め
る
構
成
比
も
上 

昇
を
つ
づ
け
て
い
る
。

㈡

こ
の
ほ
か
、

「

鉴
礎
化
学
薬
品
•

化
学
繊
維
原
料」

の

「

原
材
料」

生
産
誘
発
も
、

そ
の
構
成
比
は
若
干
な
が
ら
上
昇
し
て
い
る
。

⑵

輸
入
誘
発
—

「

輸
出」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た「

原
材
料」

輸
入
の
品
目
別
推
移
を
み
る
と
、

こ
の
大
部
分
は
い
わ
ゆ
る
素
原
料
で
あ 

り
、
わ
が
国
の
輸
出
が
、
加
工
貿
易
と
い
ぅ
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
そ
の
品
目
別
構
成
比
に
大
き
な 

変
化
が
生
じ
て
い
る
。

.
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IV—1 7 表 (a) 「輸出」によ る 「原材料」国内生産誘発の品目别推移—— 実額

(100万円)

49,440 
21，642 
3,853 

13, 396 
4,758 
9,068

} 3,163

57, 448 
31,470 
7,157 

15, 630 
9,057 

23, 657 
12, 044 

162
9,137

23, 524 
10, 612
5,192 

894 '
24, 672

3 0 年

25, 532 
53,116 
11,008 

108, 519 
19, 490 
64, 389 
41,921 
8,981

} 106, 776

そ の 他 の 畜産 • 養

林 業

漁 業

天 然 織 維 紡 績

化 学 繊 維 紡 績

織 物 •その他の織維製品

パ ノレ プ • 紙

ゴ ム 製 品

遊 礎 化 学 薬 品

化 学 織 維 原 料

そ の 他 の 化 学 製 品

石 製 品

石 炭 製 品
m. 業 •土 石 製 品

銑 鉄 .粗 鋼

鉄 .鋼 .一 次 製 品

非 鉄 金 属 一 次 製 品.
金 厲 製 品
_ - 般 機 械

霜 気 機 械

輸 送 機 械

% 力

そ の 他 小 計

合 計 2, 301,4451,158, 400

合 計 141,286 230, 656 267, 258 289,080

IV —1 8 表 （a) 「輸出」に よ る 「原材料」輸入誘発の品目別推移—— 実額

3 0 年 3 5 年 3 8 年

(1 0 0万円）

3 8 年 (35年価格）

3 8 年 (35年価格）

. 22,810 
56, 001 
21,355 
95, 848 
35, 960 
99, 084 

112, 687 
34, 215 

181，796 
92,151 
26, 678 
94,083 
42, 359 
32,971 

382, 950 
254, 781 
86, 255 
29, 302 

111,394 
112,127 
79, 246 
75,266 

292, 531
2, 371,850

3 5 年

24,159 
66, 642 
22, 610 

119, 682 
35,733 

109,404
83, 267
25, 316 

119, 431
70, 467
22, 696 
55, 323
26, 956
23, 238 

233, 008 
182,137
60,367
24, 847
84, 262 
73,190 
66, 289 
55, 712

254,070
1,838, 806
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IV—1 8 表 （b) 「輸出 j 丨こよる「原材料」 IV—1 8 表 （c ) 同左一一■構成比

輸入誘発の品目別推移—— 指 数 （30年 =100) (%)

IV—17 ^  (b) 「輸出」による「原材料 j IV—1 7 表 （c) 同左 -------構成比

国内生産誘発の品目別推移^— 指数 (30年=100) — 」 (%)
3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

その他の畜産•養蚕 100.0 94.6 110.1 2. 20 1.31 1.22
林 業 100.0 125.5 152. 3 4. 59 3. 62 3.52
漁 業 100.0 205.4 241.0 0. 95 1.23 1 .15
天 然 織 維 妨 績 100.0 110.3 91.5 9.37 6. 51 4.31
化 学 織 維 紡 績 100.0 183.3 178.2 1.68 1.94 1.51

織物•その他の繊維製品 100.0 169.9 154. 2 5. 56 5.95 4. 31
パ ' ノ レ .，プ♦紙 100.0 198.6 265. 2 3.62 4.53 4. 83
ゴ ム 製 品 100. 0 281.9 338.4 0. 78 1.38 1.32
签 礎 化 学 薬 品  

化 学 繊 維 原 料
|  100.0 177.8 231.7 Y  9.22 6. 50 

3.83
6. 99 
3, 76

その他の化学製品 100.0 155. 5 186. 8 1 .26 1.23 1 .18
石 油 製 品 100.0 319.0 516. 3 1 .50 3.01 ；3 .89
石 炭 製 品 100. 0 117.2 160.0 1.99 1.47 1.60
窯 業 • 土 石 製 品 100.0 .1 4 7 .4 208.4 1.36 1.26 1.43
錄 鉄 • 粗 鋼 100.0 140.3 192. 8 14. 34 12. 67 13. 91
鉄 鋼 一 次 製 品 100. 0 185. 3 229. 6 8.48 9.91 9. 80
非鉄金属一次製品 100. 0 193.6 268.1 2, 69 3. 28 3. 63
金 . 属 製 _ 品 100.0 203.8 245.7 1 .05 1 .35 1.30
一 般 機 械 100.0 292.2 385.4 2. 49 4. 58 4.83
電 気 機 械 100. 0 380.0 609. 3 1 .66 3.98 5 .10
輸 送 機 械 100. 0 370.4 441.4 1.55 3. 61 3. 43
霜 力 100.0 175.6 253. 6 2.74 3. 03 3. 50
そ の 他 小 計 100.0 104. 8 127. 8 20. 94 13. 82 13.47
合 計 100. 0 158.7 198.7 100. 00 100. 00 100. 00

3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

工 芸 作 物 100.0 116. 2 87.9 3,4.99 24. 91 16. 26
織 維 用 畜 産 100. 0 145.4 143.2 15. 32 13. 64 11.60
石 炭 • 亜 炭 100.0 185.8 241.5 2.73 3 .10 3.48
鉄 鉱 石 100, 0 116,7 204. 2 9. 48 6.78 10. 24
非 鉄 金 属 鉱 石 100.0 190.4 241.6 3. 37 3.93 4. 30
原 汕 • 天然ガ.ス 100.0 260.9 377.4 6. 42 10. 26 12. 81
菡 礎 化 学 薬 品 1 A 八 5. 22 5 .14
化 学 饿 維 原 料 }1 0 0 .0 385. 9 456.0 2. 24 0.07 0.26
石 油 製 品 100.0 144. 8 228. 5 4,47 3. 96 5.40
銑 鉄 • 粗 鋼 100.0 244.5 216.5 6.81 10. 20 7. 80
非鉄金属一次製品 100.0 822.0 849.6 0.91 4. 60 4 .10
一 般 機 械 100.0 231.4 358.5 1 .59 2. 25 3. 01
常 気 機 械 100.0 239.7 957. 9 0. 26 0. 39 1.34
そ の 他 小 II- 100.0 153.0 236.5 11.41 10.70 14. 27
合 計 100. 00 163. 3 189.2 100. 00 100. 00 100. 00
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IV —1 9 表 「原材料J 誘 発 の 「輸出J 依存度

(%)
3 0 年 3 5 年 3 8 年

ェ 芸 作 物 20. 98 21.73 15. 63
織 維 用 産 34. 78 31.68 25.41
漁 業 14. 53 14. 84 12.16
石 炭 • 亚 炭 19. 73 14.20 14. 59
鉄 鉱 石 43. 23 21.40 21.38
非 鉄 金 厲 鉱 石 25.62 17. 26 18. 06
原 油 •天 然 ガ ス 4 7 .18 13. 78 11.59
天 然 繊 維 紡 辕 31.40 27. 02 21.04
化 学 繊 維 紡 績 31.86 27 .11 .2 1 .29
織物•その他の繊維製品 21.80 19. 56 16. 46
皮 革 •皮 革 製 品 21.44 19.17 16. 76
ゴ ム 製 品 14. 84 15.63 13.17
m 礎イ匕 学 薬 品 [20 . 81 16, 69 16. 02
化 学 繊 維 原 料 J 28. 41 22. 55
石 油 製 品 15. 29 13.06 12. 69
石 炭 製 品 35.61 20.01 21.30
銑 鉄 • 粗 鋼 34. 34 19. 54 20. 49
鉄 鋼 一 次 製 品 17.65 11.96 11.61
非 鉄 金 属 一次製品 17. 52 13. 84 14. 36
一 般 機 械 15.11 11.31 10. 08
電 気 機 械 11,77 9. 87 10. 75
輸 送 . 機 械 14. 53 12.03
精 密 機 械 10. 99 9.70 10. 33
電 力 17. 82 14. 56 13. 68
国 産 原 材 料 計 14. 87 12.02 10. 86
輪 入 原 材 料 計 19. 08 15. 75 12. 90
原 材 料 合 計 15.24 12. 35 11.04
備 考 「原材料」誘発の「輸出」依存度=

「輸出（特需をふくむ) 」による「原材料j_誘:発 額 、
総 「最 終 薷 耍 原 材 料 」誘発鼠"—x  iuu

㈣

他

方「

輸
出」

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
が
急
激
に
増
大
し
た「

原

油

•
天
然
ガ
ス」

、「

石
油
製
品」

あ
る
い
は
各
種
の
機
械
に
お
い
て 

も
、
.「

原
材
料」

の

「

輸
出
依
存
度」

は
か
な
り
の
低
下
を
み
て
い
る
。
こ
れ
は
、「

輸
出」

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
の
顕
著
な
の
び
を
さ
ら
に 

上
他
る
率
で
、「

固
定
資
本
形
成」

を
中
心
.と
し
た
国
内
市
場
拡
大
に
よ
る
誘
発
が
す
す
ん
だ
，た
め
で
.あ
る
。
.

「

鉄
鋼
一
次
製
品」

、「

銑
鉄

•
粗
鋼」

、「

鉄
鉱
石」

等
も
、「

固
定
資
本
形
成」

を
中
心
と
し
た
誘
発
の
増
大
が
は
る
か
に
顕
著
で
あ
っ
た 

た
め
、「

輸
出
依
存
度」

は
い
ず
れ
も
大
幅
に
下
落
し
て
い
る
。

㈡

た

だ

「

蕋
礎
化
学
薬
品
•
化
学
繊
維
原
料」

に
お
い
て
の
み
、

「

輸
出
依
存
度」

は
三
〇
年
の
ニ
0

.
八

1
%よ
り
三
五
年
四
三
.
ー
 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
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分
析
試
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七

一(

七
四
三)

七
〇

(

七
四
ニ)

S
ま
ず
第
一
に
、
三
〇
年
に
は
、「

輸
出」

に
よ
る「

原
材
料」

輸
入
誘
発
の
五
〇
％
余

を「

工
芸
作
物」

( 『

綿
花』

、『

生
ゴ
ム』

中
心)

と 

「

繊
維
用
畜
産」

( 『

羊
毛』

中
心)

が
し
め
て
い
た
が
、「

工
芸
作
物」

は
そ
の
後
停
滞
•
減
少
を
し
め
し
、

「

繊
維
用
畜
産」

の
の
び
も「

輸
出」 

に
よ
る「

原
材
料」

輸
入
誘
発
全
体
.の
め
び
を
か
な
り
下
回
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
し
め
る
構
成
比
率
は
、
三
五
年
に
は
三
八
•
五
五
％
、
三
八 

年
に
は
ニ
七
•
八
六
％
と
き
わ
め
て
急
激
な
る
低
下
を
み
た
。
 

.

(P
)

こ
れ
に
反
し
、「
原

汕

•
天
然
ガ
ス」

は
、「

輸
出」

に
よ
る「

原
材
料」

輸
入
誘
発
で
も
顕
著
な
の
び
を
し
め
し
、
全
体
で
し
め
る
こ
の 

構
成
比
は
三
〇
年
の
六
•
四
ニ 
％
よ
り
三
八
年
に
は
ー
ニ
.-
八
ー
％

へ
と
急
上
昇
を
と
げ
て
い
る
。

W

ま

た「

鉄
鉱
石」

、「

非
鉄
金
属
鉱
石」

に
お
い
て
も
、

「

輸
出」

に
よ
る「

原
材
料」

.輸
入
誘
発
全
体
で
し
め
る
構
成
比
は
高
く
、
三
〇 

年
以
降
そ
の
比
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

半
製
品
で
は
、「

非
鉄
金
属
一
次
製
品」

、「

.一
般
機
械」

：、「

電
気
機
械」

の
輸
入
誘
発
が
、
構
成
比
は
低
い
が
顕
著
な
上
昇
を
し
め
し
て
い
る
。

㈡

こ
の
ほ
か
化
学
関
係「

原
材
料」

の

「

輸
出」
に
よ
る
輸
入
誘
発
も
顕
著
な
増
如
を
し
め
し
、
そ
の
構
成
比
も
上
昇
し
て
い
る
が
、
す
で 

に
指
摘
し
た
よ
ぅ
に
、
こ
れ
ら
は
種
々
の
品
目
を
ふ
く
む
の
で
く
わ
し
い
点
は
い
ず
れ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

各

「

原
材
料」

の

「

最
終
需
要
別
依
存
度」

の
推
移

⑴

.「

輸
出
依
存
度」——

す
で
に
み
た
ご
と
く
、
三
〇
年
以
降「
輸
出」

に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
額
は
三
八
年
に
は
三
〇
年
の
約
二
倍
近
く 

に
増
大
し
た
が
、
19
表
に
み
る
よ
ぅ
に
、''
.「

原
材
料」

誘
発
の「

輸
出
依
存
度」

は
か
な
り
の
低
下
を
し
め
し
て
お
り
、

品
目
別
に
み
て
も「

原 

材
料」

誘
発
の「

輸
出
依
存
度」

は
お
し
な
べ
て
低
下
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
〇
年
以
降
の「

原
材
料」

誘
発
の
急
激
な
る 

増

大

が

主

と

し

て「

固
定
資
本
形
成」

を
中
心
と
し
た
国
内
市
場
に
よ
る
も
の
で
..あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
を
ひ
く
。

一

S

ま

ず「

天
然
繊
維
紡
績」

、「

工
芸
作
物」

、「

繊
維
用
畜
産」

は
、「

輸
出」

に
.よ

る
「

原
材
料」

の
生
産
誘
発
.
輸

入

誘

発

自

体

停

滞

.的 

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
.「

原
材
料」

誘
発
の

.

「

輸
出
依
存
度」

は
い
ず
れ
も
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。
，



〇

％

、

三
八
年
三
八
•

五
七
％
と

上
昇
し
て
い
る
の
が
例
外
的
に
注
目
さ
れ
る
。

⑵

国
内
市
場
に
か
ん
す
る「

最
終
需
要
別
依
存
度」

一
-

国
内
市
場
に
よ
る「

原
材
料」

誘
発
の
内
わ
け
を
み
る
た
め
、

各

「

原
材
料」

の 

誘
発
額
よ
り「

輸
出」

と
■「

在
庫
純
壻」

に
よ
る
誘
発
額
を
控
除
し
、
残
り
の
ぅ
ち
で「

消
費
支
出」

へ「

民
間
消
費
支
出」
プ
ラ
ス

r

家
計
外
消
費
支 

出」
)

、「
1

般
政
府
消
费
支
出」

、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘
発
額
の
し
め
る
比
率
=

「

B

額
莶
準
の
最
終
需
要
依
存
度」

を
も
と
め
、
そ
の
推 

移
を
み
る
と
、
20

表
の
.

と
お
り
で
あ
る
。

各

「

原
材
料」

の

「

最
終
！i

要
別
依
存
度」

に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
が
、.「

原
材
料」

の
ほ
と
ん
ど
が「

消
費
支
出」

に
依
存
し
て
い
る
食
料 

品
関
係
を
の
ぞ
け
ば
、
い
ずi

に
か
i

T>

も
、「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

の
上
昇
傾
向
と
、「

消
費
支
出
依
存
度」

、「

一
般
政
府
消
費
依
存
度」 

の
下
落
傾
向
が
明
ら
か
に
検
出
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
〇
年
以
降
の「

原
材
料」

誘
発
の
の
び
が
も
っ
ぱ
ら「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘 

発
を
中
心
と
し
て
の
び
た
も
の
で
あ
る
こ
と
.

を
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
。

S

と

く

に

、

鉄
鋼
関
係
、
機
械
関
係
、
右
汕
関
係
の
諸「

原
材
料」

は
、

「

消
費
支
出」

に

よ

る「

原
材
料」

誘
発
額
も
き
わ
め
て
顕
著
に 

の
び
た
と
は
い
え
、「

固
定
資
本
形
成」

に
よ
る
誘
発
額
の
の
び
が
そ
れ
を
さ
ら
に
大
き
く
上
廻
っ
て
い
た
た
め
、「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

は 

い
ず
れ
も
か
な
り
明
白
な
の
び
を
し
め
し
て
い
る
。

㈣

「

ゴ
ム
製
品」

も
、
輸
送
機
械
の
タ
ィ
ヤ
需
要
を
中
心
に
、「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

が
大
幅
に
高
ま
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
し
、
 

「

霜
力」

の

「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

の
上
昇
も
顕
著
で
あ
る
。

.

H

他
方
、「

固
定
資
本
形
成
依
存
度」

の
低
い
繊
維
関
係
や
化
学
関
係
等
の
部
門
で
も

、
' 
そ
の
依
存
度
は
か
な
り
上
昇
し
て
い
る
。

20

表
に
し
め
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
三
〇
年
以
降
に
お
け
る「

固
定
資
本
形
成」

の
飛
躍
的
拡
大
が「

原
材
料」

誘
発
に
お
よ
ぼ
し
た
影 

.

響
が
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
 

，

*

■

*

日
本
资
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主
義
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两
生
産
構
造
分
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試
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(
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IV —2 0 表 「原材料」誘 発 の 「最終需要」別依存度—̂— B 額基準！):(％)

注 1 . B額 = 総「最終需要」による誘発額一 「輸出」（特需を含む) および「在庫純増」による

なお， B額を鉴準にする意味については本文および「分 析 i j の 2 (本誌58巻第7 
号）17頁以下を参照。

注 2 . 消費支出= 「家計外消费支出」+ 「民間消費支出」

「最終
需袈.

、、へ，

消资
支出

2)
固定勞 
本形成

f一般® 
こ府消热; 合 計

\  「最終 
需要_\ —

消费
支出

固矩資 
本形成

一般®
府消潜

合 空十 o tit

林

業

30年 
35年 
38年

44. 4(
36. 85 
35. 26

50. 5J 
60. 6J 
62. 7<

5. 0J 
2. 4( 
2.0]

100. 0( 
100. 0( 
100. 0C

• 蒸土品 
業石 
.製

30年 
35年 
38年

30年 
35年 
38年

32. 
21.0£ 
20. 61

31.02 
18. Tt 
17. 71

63. 0£
77. 52
78. 22

4.1]
1 .A4 
1 , V,

100. 00 
100. 00 
100. 00

石 亚  
炭 炭

30年 
35年 
38年

65. 8] 
53. 25 
49. 41

26. 8C 
42. 2C 
47. 08

59. 2S 
80. 63 
81 ,5C

7.3] 
4. 56 
3,51

100. 0C 
100. 0C 
100. 0C

銑 粗  
鉄 鋼

62.34 
79.18 
80. 61

6. 6E 
2. 0E 
1 .6£

100.00 
100. 00 
100.00

鉄
鉱
石

30年 
35年 
38年

31.4S 
17. 31 
16. 80

9. 2c 
2. 06 
1 .7C

100. 0C 
100. 00 
100. 00

鉄 次  
鋼 製  
一 品

30年 
35年 
38年

27. 52 
17. 82 
16. 8S

67. 29 
80 .19 
81.46

5 .1£ 
2.0C 
1 .65

100. 00 
100. 00 
100. 00

非 厲  
鉄 鉱  
金 石

30年 
35年 
38年

34. 73 
2 9 .12 
28. 49

59. 33 
6 8 .14 
6 9 .13

5. 94 
2. 74 
2. 38

100. 00 
100. 00 
100.00

非属製 
鉄一品 
金次

30年 
35年 
38年

34. 84 
27. 23 
26.74

59.31 
70. 26 
71.05

5, 85 
2.51 
2.21

100. 00 
100.00 
100.00

原天ス
油然
• ガ

30年 
35年 
38年

71.99 
58. 43 
57. 97

21 .24
34. 45
35. 37

6. 77 
7 .12 
6. 66

100. 00 
100. 00 
100. 00

金 製  

属 .品

30年 
35年 
38年

35. 37 
23. 29 
20. 81

59. 69 
75 .18 
77. 99

4. 94 
1 .53 
1.20

100. 00 
100. 00 
100. 00

そ の  
の 鉱  
他 業

30年 
35年 
38年

40. 82 
31.07 
26. 59

55. 63 
67.25 
72. 08

3. 55 
1.68 
1 .32

100. 00 
100.00 
100.00

一 機  

般 械

30年 
35年 
38年

39.12 
20. 07 2L  45

55. 66 
77. 25 
7 6 .18

5. 22 
2. 67 
2. 37

100. 00 
100. 00 
100. 00

天 維  
然 紡  
織 績

30年 
35年 
38年

89. 65 
85. 20 
87. 93

7. 49 
13. 42 
11.04

2. 86 
1 .38 
1 .03

100.00 
100. 00 
100.00

電 機  

気 械

30年 
35年 
38牵

37. 56 
23. 03 
22. 33

56. 56
74. 79
75. 78

5. 88 
2 .17 
1.89

100. 00 
100. 00 
100. 00

化 維  
学 紡  
戡 績

30年 
35年 
38年

89. 80 
85. 39 
89. 57

7. 26 
13. 25 
9. 52

2. 94 
1,36 
0. 92

100. 00 
100.00 
100. 00

輸 機  

送 械

30年 
35年 
38年

60. 28 
38. 90 
35. 69

30. 42 
56. 67 
60. 47

9.31 
4,43 
3. 84

100. 00 
100. 00 
100. 00

織その製 
物の繊品 
•他維

30年 
35年 
38年

83 .16 
71.49 
74. 52

12. 42 
25. 98 
23. 42

4. 42 
2. 53 
2. 07

100.00 
100.00 
100.00

精 機  

密 械

30年 
35年 
38牵

63. 32 
48. 26 
45. 54

23. 30 
39. 39 
44. 82

13. 65 
12. 35 
9. 64

100. 00 
100. 00 
100. 00

製 木  
材 製  
• 品

30年 
35年 
38年

29.36
24. 72
25. 41

66. 33 
73. 41 
73.09

4.31 
1 .87 
1 .50

100. 00 
100. 00 
100.00

その業 
の製 
他造 .

30年 
35年 
38年

65. 29 
44. 04 
31.79

25. 39 
51.00 
65. 26

9. 32 
4.96 
2. 96

100. 00 
100, 00 

,100. 00

ゴ 製  

ム 品

30年 
35年 
38年

50. 85 
28. 97 
25. 06

40. 62 
65. 41 
70. 23

8. 53 
5. 62 
4. 71

100. 00 
100. 00 
100. 00

電

力

30年 
35年 
38年

68. 87 
55. 84 
54. 03

23. 86 
39. 32 
41.90

7, 26 
4. 85 
4.07

100.00 
100. 00 
100, 00

基学化維 
礎薬学原 
化品織料

30年 
35年 
38年

84. 89 
73. 88 
72. 27

10. 74 
2 3 .17 
25. 24

4. 37 
2.95 
2. 50

100. oo! 
100.00 
100.00

国 材  
産 料  
原 計

30年 
35年 
38年

65.70 
50. 43 
50. 07

29 .171 5 .13 
46. 69 2. 88 
47.34{ 2.59

100. 00 
100. 00 
100. 00

石 製  

油 品

30年’ 
35年 
38年

70. 95 
58. 30 
54. 29

23. 68 
37. 96 
42. 62

5. 38 
3.74 
3. 09

100. 00 
100. 00 
100.00

輸 材  
入 料
原 計

30年 
35年 
38年

76.17 
58.10 
58. 78

19.69j 4.14 
38. 671 3, 2,2 
38.30j 2.92

100. 00 
100. 00 
100. 00

石 製  

炭 品

30年 
35年 
38年

35. 95 
16.13 
13. 94

56. 25 
82. 68 
84. 86

7.80
1 .19
1 .20

100.00 
100, 00 
100. 00

原 合  
材
料 計

30年 
35年 
38年

66. 56 
51.07 
50. 82

28. 39 5, 05 
46.03 2.91 
46.56 2. 62

100. 00 
100.00 
100. 00

七
ニ 

(

七
四
四)



七

四(

七
四
六)

以
上
、
産
業
速
関
分
析
的
方
法
に
よ
る

「

原
材
料」

誘
発
関
係
の
分
析
で
も
、
兰
〇

^
-
以

降

の

拡

大

洱

生

産

過

程

に

お

い

て

「

原
材
料」

誘
発 

睽
係
が
注
目
す
べ
き
変
化
を
と
げ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
か
か
る
方
法
に
よ
る
分
析
に
は
、
す
で
に
の
ベ
た
よ
ぅ
な
種
々
の
限
界
が
あ
る
の
で
、「

原
材
料」

誘
発
関
係
の
変
匕
の
大 

對
ノ
は
把
え
ら
れ
て
も
そ
の
内
容
は
充
分
明
酿
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
第
三
節
で
は
、
わ
れ
わ
れ
独
自
の
方
法
で
、
再
生
産
上
の
機
能
を
異 

に
す
る
各
種
原
材
料
の
推
移
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
節
で
み
た
分
析
内
容
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

付

記
1

本
稿
は
昭
和
四
ニ
年
度
福
沢
論
吉
記
念
慶
応
義
塾
学
事
振
興
基
金
の
研
究
補
助
に
よ
•

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

2

本
稿
第
二
節
の
計
算
に
つ
い
て
。
-

.

^

昭
和
三
〇
年
に
つ
い
て
は
、
産
業
計
画
会
議
の
組
替
え
に
よ
る
六
〇
部
門
統
合
表
の
テ
ー
プ
を
電
力
中
央
研
究
所
矢
島
昭
氏
の
御
好
意
に
よ
り
利
甲
で 

き
た
。
な
お
、
こ
の
表
か
ら
の
逆
行
列
係
数
表
の
作
成
お
よ
び
誘
発
関
係
の
計
算
は
、
囊
原
子
力
工
業
株
式
会
社
電
子
計
算
部
に
.依
頼
し
た
。

t
e
.昭
和
三
五
年
お
よ
び
三
八
年
に
つ
い
て
は
、
慶
応
義
塾
産
業
研
究
所
®
子
計
算
室
を
利
用
し
た
が
、
そ
の
際
、
経
済
学
部
助
手
岛
居
泰
彦
氏
の
格
別
の 

御
協
力
を
ぅ
け
た
。

：

(c
)

M
子
計
算
機
に
よ
る
計
算
結
果
の
苒
加
工
•
整
理
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
生
大
林
弘
道
•
水
谷
良
夫
、
学
部
学
生
漆
原
淳
俊
•
内
田
成
宣
の
四
君
の
協 

力
を
得
た
。

t
o
.行
政
管
理
庁
で
公
表
し
た
昭
和
三
八
年(

時
価)

五
六
部
門
統
合
産
業
速
関
菱
お
よ
び(I

丨
A
+
M

)

i
型
逆
行
列
係
数
表
を
そ
の
ま
ま
使
书
し
て
赘 

終
需
要
に
よ
る
生
産
誘
発
額(

直
接
•
間
接)

を
計
算
す
る
と
、
そ
，れ
が
一
致
す
る
は
ず
の「

生
産
額」

を
ニ
、
ニ
五
八
億
円
上
廻
る
結
果
が
生
ず
る
。

そ
•の
原
因
の
一
つ
は
、
逆
行
列
係
数
表
の
ミ
ス
プ
.リ
ン
ト(

マ
ィ
ナ
ス
符
号
の
欠
落
数
力
所)

と
、
統
合
表
の
最
終
需
嬰
額
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト(

一
力 

所)

で
あ
る
。
と
こ
ろ
、が
、
こ
れ
ら
を
訂
正
し
て
計
算
し
直
し
て
も
、
依
然
と
し
て
約
ニ
千
億
円
ほ
ど
の
過
大
な
誘
発
額
が
示
さ
れ
、
そ
の
誤
差
は
と
く 

に

「

建
築」

「

製
扨」

「

林
業」

で
著
し
い
。
そ
こ
で
、
関
係
諸
官
庁
の
係
官
と
と
も
に
こ
の
原
因
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
4
実
が
^
1贝
し
，，こ
0
 

三
ノ
年
伯)

連
^
表
は
国
民
^
得
統
1則
の
新
推
計
と
の
整
合
の
た
め
、
公
.表
直
前
に
最
終
的
な
修
正
を
行
な
っ
た
。(

最
大
の
修
正
は「

主

宅

賃
 

贷
料」

S)

部
門
の
生
産
額
•付
加
価
値
額
お
よ
び
、
そ
の「

民
間
消
費」

額
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
点
で
あ
る
。

)
.

と
こ
ろ
が
逆
行
歹
係
数
表
の
方
は
修
正
前
の
速
関
表
か
ら
す
で
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
印
刷
•
公
表
さ
れ
Iこ
。
こ
の
!0
'

逆
行
列

係
数
表
は
、
最
終
修
正
ず
み
の
新
速
関
表
か
ら
作
成
さ
れ
る
べ
き
新
逆
行
列
係
数
表
と
比
較
し
て
、
と
く
に
、「

不
動
産
業」

(
=
「

住
宅
賃
貸
料」

を
ふ 

く
む
統
合
部
門)

の
列
が
過
大
な
数
値
を
示
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「

民
間
消
費
支
出」

「

不
動
産
業
J
I

「
建
築(

補
修) 」

I「

製
材」

4 

「

林
業」

の
各
誘
発
額
が
卜
<'
卜
過
大
と
な
る——

。
.行
政
管
理
庁
は
こ
の
ミ
ス
を
認
め
、
現
在
、
正
確
な
逆
行
列
係
数
表
を
作
成
し
直
す
d
と
に
な
っ 

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
本
稿
執
筆
に
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、わ
れ
わ
れ
は
、便
宜
上
次
の
よ
う
な
操
作
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
逆
行
列
係 

数
表
の
方
は
、
そ
の
ま
ま(

ミ
ス
プ
リ
の
み
訂
正)

使
用
し
、
連
関
表
.の「

最
終
需
要」

の
方
は
、「

不
動
産
業」

の

「

民
間
消
費
支
出」

額
を
修
正
前 

の
よ
り
小
さ
な
額
に
差
し
替
え
る
。
こ
う
し
て
計
算
す
る
と
、

「

不
動
産
業」

を
除
け
ば
各
部
門
の
生
産
額
そ
の
も
の
と
、
最
終
需
要
に
よ
っ
て
誘
発
さ 

れ
た
各
部
門
の
生
産
額
と
の
間
の
誤
差
は
非
常
に
縮
小
す
る
の
で
、
こ
の
誤
差
は
、
各
部
門
海
に
、
最
終
需
要
別
誘
発
額
に
按
分
比
例
し
て
吸
収
す
る
。
 

(

な
お
、「

不
動
産
業」

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
本
稿
の
対
象
外
な
の
で
、
差
し
あ
た
り
無
関
係
で
あ
る
。

) 

■

以
上
の
よ
う
な
操
作
は
、
速
関
表
の
最
終
修
正(

前
述)

の
性
格
か
ら
み
て
、
当
面
可
能
な
最
善
策
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
正
確
な
逆
行
列
係
数
表 

が
作
成
さ
れ
次
第
、
こ
れ
を
使
用
し
て
計
算
し
直
し
、
本
稿
の
数
値
を
訂
正
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
稿
第
二
節
の
分
析
内
容
そ
の
も
の 

を
大
き
く
訂
正
す
る
必
要
は
生
じ
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

日
本
資
本
主
義
の
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産
構
造
分
析
試
論
n 
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